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「
道
の
駅
」
は
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
２
月
に
「
登
録
・
案
内
制
度
」

が
創
設
さ
れ
今
年
25 

周
年
を
迎
え
た
。
全
国
１
０
３
カ
所
で
ス
タ
ー
ト
し

た
道
の
駅
は
四
半
世
紀
を
経
て
２
０
１
８
年
３
月
現
在
、
１
１
３
４
駅
と
10

倍
以
上
に
増
え
、
国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
共
施
設
と
し
て
、
不
動
の
人

気
施
設
に
発
展
し
た
。
こ
の
間
、
当
初
の
休
憩
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
地

域
連
携
機
能
に
加
え
、
地
域
防
災
、
地
域
福
祉
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
の
拠

点
、
観
光
立
国
の
推
進
役
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
新
た
な
役
割
が
期
待

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
経
済
浮
揚
に
は
地
方
の
活
性
化
が
不
可
欠
。

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
道
の
駅
を
「
地
方
創
生
」
拠
点
と
し
て
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
方
策
が
、
多
様
な
展
開
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

　
国
土
交
通
省
は
、
地
方
創
生
を
具
体

的
に
実
現
し
て
い
く
有
力
な
手
段
と
し

て
道
の
駅
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、

全
国
の
道
の
駅
の
模
範
と
な
り
質
的
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

28
年
度
か
ら
特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ
ル

「
道
の
駅
」
の
認
定
を
始
め
た
。
初
回

の
テ
ー
マ
は
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
」
だ
っ

た
が
、
２
回
目
の
29
年
度
は
「
地
域
交

通
拠
点
」
を
設
定
。
中
山
間
地
域
や
そ

の
周
辺
で
、
道
の
駅
が
公
共
交
通
間
の

結
節
点
と
し
て
、
地
域
住
民
の
生
活
の

足
確
保
に
役
立
つ
成
果
を
あ
げ
て
い
る

駅
７
カ
所
を
選
び
１
月
、
東
京
で
認
定

証
授
与
式
を
開
催
し
た
。

　
認
定
７
駅
は
い
ず
れ
も
、
病
院
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス

関
連
施
設
を
連
絡
す
る
幹
線
交
通
と
、

居
住
地
域
を
結
ぶ
支
線
交
通
の
接
続
拠

点
と
し
て
、
数
年
以
上
実
績
を
あ
げ
て

い
る
点
を
評
価
し
た
。

 

（
２
～
４
面
に
関
連
記
事
）

　
今
年
は
３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら

７
年
。
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

東
北
の
道
の
駅
も
徐
々
に
復
興
が
進

み
、
地
域
の
生
活
を
守
る
暮
ら
し
の
拠

点
と
し
て
、
着
実
に
復
活
の
歩
み
を
進

め
る
。
中
に
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

道
の
駅
「
高
田
松
原
」
の
よ
う
に
、
震

災
遺
構
と
し
て
祈
念
公
園
に
整
備
中
の

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
道
の
駅
と
大
学
の
連
携
が
機
能
し

て
、
道
の
駅
の
あ
る
べ
き
姿
や
地
域
活

性
化
に
向
け
て
学
生
が
研
究
発
表
し
、

提
案
す
る
活
動
な
ど
も
実
施
さ
れ
、
地

地方創生  多様な展開

地域を結ぶ交通の接続拠点や温暖化防止も

　「道
の
駅
」
と
「
風
景
街
道
」
の
連
携
が
地
域
活
性
化
の
課
題
に
浮
上
︒
地
球
温
暖
化
対
策
も
あ
っ
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
熱
も
高
ま
っ
て
い
る
︒「
ま
ず
現
地
の
実
態
を
知
ろ
う
」
と
３
月
末
︑
課
題
や
問
題
点
を

検
討
す
る
有
識
者
ら
が
︑
琵
琶
湖
周
辺
の
道
の
駅
を
巡
り
な
が
ら
︑
び
わ
湖
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

（
ビ
ワ
イ
チ
）
を
走
っ
た

道の駅 25周年　多様な展開� １面
特定テーマ型モデル「道の駅」� ２～４面
列島保全への課題� ６面
日本風景街道　� 10 〜 11 面
道の駅診断� 12 面
読者の声／パズル／プレゼント� 14〜 15 面
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

域
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な
動
き
も
出

て
き
た
。 

（
５
面
に
関
連
記
事
）

　
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
積
極

的
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
道
の
駅
も
増

え
て
き
た
。
地
産
地
消
の
促
進
や
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
充
電
設
備
を
充
実
し
、

道
の
駅
で「
ス
ト
ッ
プ
！
地
球
温
暖
化
」

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
Ｅ
Ｖ
試
乗
会
な
ど

も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

（
８
～
９
面
に
関
連
記
事
）

　
道
の
駅
の
機
能
を
強
化
し
質
の
向
上

を
図
ろ
う
と
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡

会
も
新
年
度
か
ら
自
主
事
業
の
展
開
を

検
討
。
有
識
者
が
道
の
駅
や
国
土
の
あ

り
方
な
ど
を
講
演
す
る
「
輝
く
日
本
の

未
来
に
向
け
て
」
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施

を
決
め
た
。

　
道
の
駅
は
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
に
呼
応

し
な
が
ら
、
次
の
四
半
世
紀
に
向
け
て

動
き
始
め
て
い
る
。

国見あつかしの郷
引地真総支配人

　設計、内装、備品、運営……。すべて

福島県国見町藤田日渡二 18-1
国道４号　TEL.024-585-2132

に「女性の感性」を取り入れました。道の駅の基
本施設や直売、レストランに加え、カフェ、ファ
ストフード、コンビニエンスストア、ホテル、そ
して子育て支援施設を備えています。「あつかし」
は、町民の心の拠り所となっている山の名から。

本庄
安部寿鶴子専務

　目の前に中海、大山が見える絶景に

島根県松江市野原町 401-8
国道 431 号  TEL.0852-34-1528

加え、弁慶生誕の地として知られる。特産西条柿
を使った商品を多く開発販売し、中でもソフトク
リームやスティックマドレーヌが人気。地元産黒
豆を丸ごとあんこの中に入れたモチモチ焼餅「弁
慶の焼きどころ」は老若男女に好評。

横綱の里ふくしま
鳴海清春駅長

　福島町は駅名のとおり、千代の山・

北海道福島町福島 143-1
国道 228 号　TEL.0139-47-4072

千代の富士の二大横綱を輩出した町。駅隣の「横
綱千代の山・千代の富士記念館」には九重部屋を
再現し、夏合宿などの練習を見学できます。両横
綱も幼少期より食べていたスルメなど海産物が特
産で、駅物産センターのおすすめ土産品です。
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国
土
交
通
省
は
１
月
、
東
京
・
霞
が
関
の
合
同
庁
舎
で
、
平
成
29
年
度
の
特
定
テ
ー
マ
型
モ

デ
ル
「
道
の
駅
」
に
認
定
し
た
７
駅
の
設
置
自
治
体
に
対
す
る
認
定
証
授
与
式
を
行
っ
た
。
式

に
は
７
駅
を
管
轄
す
る
自
治
体
の
市
町
村
長
ら
が
出
席
、
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
証

を
手
渡
し
た
。
特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
の
認
定
は
、
地
方
創
生
実
現
の
有
力
手
段

と
し
て
、
道
の
駅
の
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
の
充
実
を
目
的
に
、
同
28
年
度
か
ら
導
入
。
認
定

さ
れ
た
道
の
駅
は
、
全
国
の
道
の
駅
の
模
範
と
な
る
よ
う
、
各
地
の
道
の
駅
か
ら
の
視
察
や
講

師
の
派
遣
要
請
に
対
応
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
う
。�

（
３
～
４
面
に
認
定
各
駅
を
紹
介
）

地
域
交
通
拠
点
で
実
績

国
交
省
が
７
駅
自
治
体
に
認
定
証

　
28
年
度
の
第
１
回
の
テ
ー
マ
は

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
地
域
福

祉
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
道
の

駅
６
カ
所
を
認
定
し
た
。
２
回
目

た
背
景
に
は
、
道
の
駅
が
進
化
・

発
展
す
る
に
つ
れ
、
多
様
な
機
能

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て

道
の
駅
の
機
能
が
異
な
る
点
を
踏

ま
え
、
道
の
駅
の
質
的
向
上
の
参

考
に
な
る
よ
う
に
、
と
の
思
い
が

あ
る
。　

同
省
は
今
後
も
、
特
定
テ
ー
マ

型
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

を
道
の
駅
ま
で
伸
ば
し
た
り
、
新

た
に
道
の
駅
を
起
点
と
す
る
特
急

バ
ス
の
路
線
を
開
設
し
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。　

路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
時
間
の
ダ
イ
ヤ

調
整
は
も
ち
ろ
ん
、
物
産
館
に
待

合
所
を
設
け
た
り
、
待
合
所
に
観

光
案
内
所
を
併
設
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
ど
こ
も
独
創
性
や
先
駆
性

に
富
ん
で
い
る
。

　
国
交
省
が
特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ

ル
「
道
の
駅
」
の
認
定
を
導
入
し

29 年度特定テーマ型モデル「道の駅」

平成29年度　特定テーマ型モデル「道の駅」（地域交通拠点部門）

駅　名 所在市町村 主な特長

あしょろ銀河ホール２１ 北海道足寄町 バスと一般車両の駐車場を分離。路線バスの運行時間に合わせ待
合所の営業時間を延長

上品の郷 宮城県石巻市 バス停を道の駅の待合スペース前に移動。東日本大震災後に仮設
住宅路線を新設し、被災者を支援

輪島 石川県輪島市 将来の無人自動走行も見据えた電動カートの試験走行。隣接文化
会館との渡り廊下を整備

吉野路黒滝 奈良県黒滝村 コミュニティーバスと路線バス相互の時間を調整。乗り継ぎ者に
路線バス乗車券を無料配布

舞（まい）ロードＩＣ千代田 広島県北広島町 高速バス停乗り継ぎ経路にエレベーターや屋根を設置。ＩＣカー
ドチャージ機を設置、高速バスのチケット販売も

虹の森公園まつの 愛媛県松野町 路線バス終点を道の駅まで延伸。路線バスとコミュニティーバス
相互の運行時間を調整

むなかた 福岡県宗像市 路線バスルートを道の駅経由に変更。道の駅から福岡市の中心部
の天神行き特急バスを新設

認定７駅の市町村長ら（前列左から 3 人目は石井啓一国交相）

の
今
回
の
テ
ー
マ（
部
門
）は「
地

域
交
通
拠
点
」。
中
山
間
地
域
や

周
辺
で
、
道
の
駅
が
公
共
交
通
間

の
接
続
拠
点
に
な
り
、
地
域
住
民

の
生
活
の
足
の
確
保
に
役
立
つ
成

果
を
あ
げ
て
い
る
実
績
の
あ
る
駅

が
対
象
だ
。

　
石
井
国
交
相
は
認
定
式
で
「
皆

さ
ん
の
道
の
駅
は
、
地
域
交
通
の

拠
点
と
し
て
地
域
住
民
の
方
々
の

足
を
確
保
し
、
利
便
性
を
高
め
る

こ
と
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
交
通
の
充
実
は
地
域
経
済
に

好
影
響
を
も
た
ら
し
、
地
域
活
性

化
に
寄
与
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
方
創
生
の
現
場
と
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
式
の
後
、
選
定
に
あ
た
っ
た
有

識
者
に
よ
る
道
の
駅
懇
談
会
の
委

員
ら
も
加
わ
っ
て
、
意
見
交
換
会

も
設
け
ら
れ
、
首
長
ら
の
努
力
を

ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
今
後
の
取

り
組
み
を
激
励
し
た
。

　
認
定
さ
れ
た
７
駅
は
い
ず
れ

も
、
病
院
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設

な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
関
連
施
設
を

連
絡
す
る
路
線
バ
ス
な
ど
の
幹
線

交
通
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

な
ど
で
居
住
地
域
を
結
ぶ
支
線
交

通
の
接
続
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
も
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
地
域

住
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

独
創
性
や
先
駆
性

　
実
際
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

民
間
の
バ
ス
事
業
者
と
の
話
し
合

い
を
続
け
て
路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト

を
道
の
駅
経
由
に
変
え
て
も
ら
っ

た
り
、
バ
ス
停
の
位
置
を
道
の
駅

の
待
合
室
前
に
移
動
す
る
な
ど
、

住
民
の
利
便
性
向
上
を
第
一
に
工

夫
し
て
い
る
。
バ
ス
路
線
の
終
点

琴の浦
小松弘明駅長

　昨年４月にリニューアルオープンし

鳥取県琴浦町別所 1030-1
山陰自動車道　TEL.0858-55-7801

た、鳥取県のほぼ中央に位置する道の駅です。
山陰道に直結しているためドライブ休憩に最適
で、駅構内にある「物産館ことうら」では、特
産品や地元で獲れた魚介類、野菜を購入できる
ほか、その場でグルメも楽しめます！

みなの
石木戸道也駅長

　関東の吉野山「美の山」の麓にある

埼玉県皆野町皆野 3236-35
県道 348 号　TEL.0494-62-3501

道の駅。「地元採れたて野菜」や白米に載せて美
味しい「秩父おなめ」、秋は渋皮までポロッと剥
ける栗「ぽろたん」がオススメ！ また、併設す
るレストランではちちぶ名物「わらじカツ丼」や
田舎お母さんの「手打ちうどん」が食べられる。

広見森の三角ぼうし
松本周作駅長

　全国の市町村名で唯一「鬼」がつく、

愛媛県鬼北町永野市 138-6
国道 320 号　TEL.0895-45-3751

愛媛県鬼北町の道の駅です。駅内に設置された
５㍍の巨大モニュメント「鬼王丸」がお客様を
お出迎えします。また、その神通力により 2017
年サマージャンボで総額７億円などの当選金を
出した「宝くじ売場」も人気スポットです。
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市
役
所
や
福
祉
施
設
、
朝
市
な
ど
市
の
中
心
部

へ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
が
道
の
駅
と
結
び
、

郊
外
部
へ
は
路
線
バ
ス
で
道
の
駅
と
結
ば
れ
て
い

る
。
の
と
鉄
道
の
廃
線
に
伴
い
、
旧
駅
舎
を
活
用

し
た
道
の
駅
が
地
域
交
通
の
ハ
ブ
拠
点
と
な
り
、

地
域
交
通
が
再
生
し
、
地
域
住
民
の
足
が
確
保
さ

れ
た
。　

乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

と
し
て
、
隣
接
し
て
い
る
文
化
会
館
と
道
の
駅
の

間
を
渡
り
廊
下
で
結
び
、
利
用
者
が
雨
で
も
濡
れ

ず
に
行
き
来
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
。
待
合
所

の
中
に
は
交
通
案
内
所
も
開
設
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
将
来
の
無
人
自
動
走
行
も
見
据
え
て
、

「
道
の
駅
」
を
起
点
と
し
て
、
電
動
カ
ー
ト
の
試

験
走
行
も
実
施
し
て
い
る
。

　
地
域
住
民
の
足
の
確
保
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
と
路
線
バ
ス
、
都
市
間
バ
ス
、
へ
き

地
患
者
輸
送
バ
ス
な
ど
、
道
の
駅
が
複
数
の
交
通

モ
ー
ド
の
交
通
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
バ

ス
車
両
の
ロ
ー
タ
リ
ー
と
一
般
車
両
の
駐
車
場
を

完
全
に
分
離
し
て
配
置
し
、
安
全
と
利
便
性
を
考

慮
し
つ
つ
、
公
共
交
通
優
先
の
設
計
に
な
っ
て
い

る
。
待
合
所
も
旧
駅
舎
を
活
用
し
て
、
バ
ス
停
に

隣
接
し
て
設
置
し
、
路
線
バ
ス
の
運
行
時
間
に
合

わ
せ
て
、
待
合
所
の
営
業
時
間
を
延
長
し
た
。

　
飲
食
の
提
供
は
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の
場
と

し
て
も
活
用
し
、
路
線
バ
ス
最
終
便
の
22
時
ま
で

利
用
で
き
る
。
特
に
、
高
齢
者
等
の
利
用
に
配
慮

し
、
路
線
バ
ス
は
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
は

運
賃
半
額
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は
65
歳
以
上

等
は
無
料
に
な
っ
て
い
る
。

　
村
内
に
は
鉄
道
も
路
線
バ
ス
も
通
っ
て
お
ら

ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
が
唯
一
の
公
共
交
通

機
関
で
、
村
全
域
が
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
村
内
に
は
、
病
院
や
高
校
、
ス
ー
パ
ー
も
な

い
た
め
、
道
の
駅
で
路
線
バ
ス
に
乗
り
継
い
で
下

市
町
ま
で
出
る
必
要
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
と
路
線
バ
ス
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。

　
村
は
路
線
バ
ス
の
乗
車
券
（
往
復
分
）
を
補
助

し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
か
ら
路
線
バ

ス
へ
乗
り
継
ぐ
際
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運

転
手
が
路
線
バ
ス
の
往
復
乗
車
券
を
配
布
し
て
い

る
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
運
行
状
況
に
合
わ
せ
て
、
発
車
時
刻
の
時
間
調

整
を
行
い
、
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
を
担
保
す
る
工
夫

も
。
待
合
所
も
、
バ
ス
停
に
隣
接
し
た
位
置
に
新

た
に
整
備
し
た
。

　
市
の
総
合
交
通
戦
略
で
、
地
域
住
民
の
足
の
確

保
の
た
め
道
の
駅
を
交
通
拠
点
に
位
置
付
け
た
。

路
線
バ
ス
の
縮
小
に
伴
い
、
住
民
の
代
表
者
で
組

織
す
る
「
住
民
バ
ス
運
行
協
議
会
」
が
、
住
民
バ

ス
の
運
行
を
開
始
。
東
日
本
大
震
災
後
に
は
仮
設

住
宅
ル
ー
ト
も
新
設
し
て
、被
災
者
を
支
援
し
た
。

　
道
の
駅
が
あ
る
河
北
地
区
で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
が
、
住
民
バ
ス
の
支
持
率
は
約
９
割

と
高
く
、
約
８
割
が
「
道
の
駅
」
を
拠
点
と
し
た

現
在
の
運
行
形
態
で
よ
い
と
回
答
。
住
民
バ
ス
利

用
の
約
５
割
が
「
通
院
目
的
」
と
し
て
い
る
。
回

答
者
の
約
７
割
が
60
代
で
、
待
合
所
が
高
齢
者
の

憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
民
間
バ
ス
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、
バ
ス
停

を
道
の
駅
内
（
待
合
所
前
）
に
移
設
し
、
乗
り
継

ぎ
の
利
便
性
が
向
上
し
た
。

無人自動走行見据え電動カートの試験走行も

安全で便利…公共交通の拠点として機能

乗車券補助しコミュニティーバスから路線バスへ

住民バスと連携…バス停を道の駅内に移設

・道の駅「輪島」　
� （石川県輪島市）

・県道１号に平成 15 年度開駅
・輪島市：人口約 28,000 人

・道の駅「吉野路黒滝」　
� （奈良県黒滝村）

・国道 309 号に平成５年度開駅
・黒滝村：人口約 700 人

・道の駅「上品の郷」　
� （宮城県石巻市）

・国道 45 号に平成 16 年度開駅
・石巻市：人口約 147,000 人

梶文秋
輪島市長

辻村源四郎
黒滝村長

亀山紘
石巻市長

輪
島

あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

吉
野
路
黒
滝

上
品
の
郷

・道の駅「あしょろ銀河ホール 21」
� （北海道足寄町）

・国道 241、242 号に平成 16 年度開駅
・足寄町：人口約 7,000 人

安久津勝彦
足寄町長 旧駅舎を活用した待合所

待合所が高齢者の憩いの場に

道の駅と文化会館の間の渡り廊下

コミュニティーバスと路線バス（右）が行き交う

たいじ
貝良文駅長

　鯨の町、太地町の「漁協直営」です。

和歌山県太地町森浦 143-1
国道 42 号　TERL.0735-29-7690

直販コーナーでは、朝獲れのピチピチの鮮魚が
並び、鯨のお刺身用や加工品も充実しておりま
す。レストランでは、鯨をメインにした美味し
いと評判の定食や丼物・お刺身他を提供してお
り、当店オリジナルのソフトクリームもお勧め！

上ノ国もんじゅ
工藤昇駅長

　日本海が目前に広がる絶景と地場産

北海道上ノ国町原歌 3
国道 228 号　TEL.0139-55-3955

メニューにこだわったレストラン、物産センター
が自慢の道の駅。今春新装開業したばかりのレ
ストランで日本海に沈む夕日を眺めながら、前
浜で水揚げされたひらめ使用「てっくい天丼」
を優雅に味わうのが最高のオススメプランです。

日光
加藤加代子駅長

　ＪＲ今市駅と東武下今市駅の近くに

栃木県日光市今市 719-1
国道 119 号　TEL.0288-25-7771

あるまちなか道の駅。作曲家船村徹氏のヒット作
品を紹介する「日本のこころのうたミュージアム・
船村徹記念館」があり、商業施設で新鮮野菜や日
光ゆば等日光土産を販売しています。「観光情報
館」では世界遺産観光の情報も入手できて便利！
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最新の先進安全技術も多く展示された
2017 年 10 月の東京モーターショー

　
ク
ル
マ
の
安
全
装
備
と
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
や
エ
ア
バ
ッ
グ
な
ど
、
事
故
時
に
被
害
を
軽
減

す
る
機
能
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
、
衝

突
前
に
自
動
的
に
ブ
レ
ー
キ
が
作
動
す
る
「
被
害
軽
減

ブ
レ
ー
キ
」
に
代
表
さ
れ
る
「
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
技

術
」
の
搭
載
が
進
ん
で
い
る
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
も
、

こ
れ
ら
「
ぶ
つ
か
ら
な
い
技
術
」
や
「
自
動
運
転
」
な

ど
の
宣
伝
を
耳
に
し
な
い
日
は
な
い
ぐ
ら
い
だ
。

　
実
際
に
ク
ル
マ
の
運
転
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や

不
注
意
が
、
人
命
も
奪
い
か
ね
な
い
大
き
な
事
故
を
起

こ
す
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
ク
ル
マ
は
、「
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
技
術
」

や
高
速
道
路
な
ど
で
の
自
動
運
転
技
術
に
必
要
な
、
カ

メ
ラ
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
が
ほ
ぼ
標
準
的
に
搭
載
さ
れ
、

８

スマートドライブ先進国―日本
べ
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
、
飛
躍
的
に
安
全
性
が
高
ま
る
日
本
の
自
動
車

技
術
。
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
自
動
車
市
場
で
日
本
の
ク

ル
マ
が
評
価
さ
れ
、
日
本
経
済
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
は
重
要
だ
。
た
だ
、
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
高

齢
者
や
外
国
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
が
安
全
に
ド
ラ
イ
ブ

を
楽
し
み
、
都
市
部
だ
け
で
な
く
、
地
方
部
へ
の
周
遊

な
ど
面
的
な
観
光
・
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
「
ス
マ
ー

ト
ド
ラ
イ
ブ
先
進
国
」
と
し
て
、
日
本
が
起
点
と
な
り
、

よ
り
安
全
で
、
楽
し
い
、
ク
ル
マ
社
会
、
文
化
を
世
界

へ
向
け
て
提
案
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 

（
三
菱
総
合
研
究
所

　

杉
浦
孝
明
）

劇
的
に
安
全
性

が
向
上
し
て
い

く
。

　
高
齢
者
や
若

い
世
代
、
運
転

に
ま
だ
慣
れ
て

い
な
い
初
心
者

ド
ラ
イ
バ
ー
、

外
国
人
来
訪
者

を
含
め
、
多
く

の
人
に
、
楽
し

く
快
適
な
ド
ラ

イ
ブ
と
、
観
光

周
遊
に
よ
る
日

本
の
す
ば
ら
し

い
観
光
地
や
食

４

　
広
島
市
に
出
る
に
は
高
速
バ
ス
か
路
線
バ

ス
、
郊
外
部
に
行
く
に
は
路
線
バ
ス
か
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
利
用
す
る
必
要
が
あ

り
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
約
２
割
が
道
の
駅

で
乗
降
し
て
い
る
。
高
速
バ
ス
を
利
用
し
て

通
学
す
る
高
校
生
、
大
学
生
は
約
１
１
０
人

い
る
。　

こ
の
た
め
、
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
と
一
般
車

両
の
駐
車
場
を
分
離
す
る
と
と
も
に
、
高
速

バ
ス
と
の
連
絡
通
路
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

け
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
、
連
絡
通
路

に
屋
根
を
設
置
、
高
速
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ

が
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
、
公
共
交
通
利
用
に

配
慮
し
て
整
備
し
た
。

　
民
間
バ
ス
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、
総

合
案
内
所
で
高
速
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
も
販
売
、

待
合
所
に
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
チ
ャ
ー
ジ
機
も

設
置
す
る
な
ど
、
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
向
上

を
進
め
て
い
る
。

　
町
の
郊
外
部
へ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

が
利
用
で
き
る
が
、
宇
和
島
市
へ
出
る
に
は

路
線
バ
ス
が
頼
り
。
こ
の
た
め
、
バ
ス
会
社

と
協
議
し
て
、
路
線
バ
ス
の
終
点
を
「
道
の

駅
」
ま
で
延
伸
し
、
路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
相
互
の
運
行
時
間
を
調
整
し

た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
利
用
者
か
ら
は

「
町
外
の
病
院
に
行
く
際
に
、
乗
り
継
ぎ
で

道
の
駅
が
役
立
っ
て
い
る
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
路

線
や
ル
ー
ト
を
決
め
た
り
、
ダ
イ
ヤ
の
決
定

を
し
て
い
る
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
「
フ
リ
ー
乗
降
」
だ
。

バ
ス
停
以
外
で
も
自
由
に
乗
り
降
り
で
き
る

よ
う
に
し
た
取
り
組
み
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
後
ろ
に
は
「
フ
リ
ー
乗
降
に
つ
き
、

急
停
車
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
」
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。

　
市
役
所
や
郊
外
部
へ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
が
あ
る
が
、最
寄
り
駅
へ
は
路
線
バ
ス
。

特
に
、
市
北
部
集
落
に
は
、
大
型
店
舗
が
な

い
た
め
、
市
民
の
買
い
物
の
足
と
し
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
利
用
が
便
利
だ
。

　
ま
た
、
路
線
バ
ス
も
従
来
は
「
道
の
駅
」

に
乗
り
入
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
施
設
内
に

乗
り
入
れ
る
よ
う
民
間
の
バ
ス
事
業
者
に
働

き
か
け
、
連
携
を
強
化
し
た
結
果
、
路
線
バ

ス
の
ル
ー
ト
を
「
道
の
駅
経
由
」
に
変
更
す

る
こ
と
が
実
現
し
た
。

　
さ
ら
に
、
バ
ス
事
業
者
と
協
議
が
進
み
、

平
成
26
年
に
は
道
の
駅
か
ら
、
九
州
の
中
心

福
岡
市
の
繁
華
街
・
天
神
行
き
の
特
急
バ
ス

路
線
が
新
設
さ
れ
た
。
直
売
所
と
ト
イ
レ
の

間
、
情
報
提
供
施
設
前
や
物
産
館
内
に
は
、

待
ち
合
い
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
乗
り
継

ぎ
の
利
便
性
も
向
上
し
た
。

高速バスへの連絡通路をバリアフリー化

路線バスの終点を「道の駅」まで延伸

路線バスのルートを「道の駅経由」に

・道の駅「舞ロードＩＣ千代田」
 　（広島県北広島町）

・県道５号に平成 16 年度開駅
・北広島町：人口約 19,000 人

・道の駅「虹の森公園まつの」
 　（愛媛県松野町）

・国道 381 号に平成 10 年度開駅
・松野町：人口約 4,000 人

・道の駅「むなかた」
 　（福岡県宗像市）

・国道 495 号に平成 20 年度開駅
・宗像市：人口約 9,700 人

箕野博司
北広島町長

坂本浩
松野町長

谷井博美宗像市長

舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田

虹
の
森
公
園
ま
つ
の

む
な
か
た

連絡通路に屋根を設け、
高速バスとの乗継が雨に
濡れないバリアフリーに

コミュニティーバスはバス停
以外でもフリー乗降できる

情
報
提
供
施
設
前
の
待
ち
合
い
ス

ペ
ー
ス

みねはま
笠原幸子駅長

　白神山地の大パノラマを望む広い駐

秋田県八峰町峰浜沼田ホンコ谷地 147-6
国道 101 号　TEL.0185-76-4649

車場と、ゆったりとした店内。峰浜ナシ、峰浜みょ
うがなど新鮮な旬の味と、名物石川そばなど地域
の食文化を支える母さん達のまごころをお届けし
ます。６～ 7 月には駅入り口のハーブ園が紫色に
染まり、甘い香りが旅疲れを癒してくれます。

みま
松浦友昭支配人

　松山自動車道・三間ＩＣ降りてすぐ。

愛媛県宇和島市三間町 180-1
県道 31 号　TEL.0895-58-1122

近くを走るローカル線「ＪＲ予土線」は、清流
「四万十川」の青さ、奥深い山々の緑をゆっくり

と車窓から楽しめます。特産品は「みま米」。農
家レストラン、美術館も併設し、お米、野菜、自然、
芸術と盛りだくさんな、田園風景内ひと休み処。

万葉の里
黒田高弘駅長

　町の中心部から少し離れた静かな山間

群馬県神流町黒田 742-1
国道 462 号　TEL.0274-20-5555

に「万葉（まんば）の里」はあります。四季折々
の表情を見せてくれる大自然に囲まれながら、
ゆっくりとお休みしませんか？ 食堂は郷土色豊か
なメニューを取り揃え、売店の品揃えは町内随一
です。是非大自然を満喫しにお越しください！
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復興進む道の駅
■
「
大
谷
海
岸
」

 

（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

　

　
津
波
で
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
大
谷
海

岸
駅
の
駅
舎
、
線
路
と
と
も
に
流

失
し
た
。
わ
ず
か
に
残
っ
た
鉄
骨

部
分
を
近
隣
道
の
駅
か
ら
の
支
援

等
も
受
け
な
が
ら
、1
か
月
半
後
、

地
域
向
け
の
日
用
品
や
地
元
産
品

直
売
所
を
仮
復
旧
。
２
０
１
３
年

復
旧
し
再
開
し
た
大
谷
海
岸

社会調査で田野畑村の住民らと
交流を深めた東洋大学の学生た
ち（前列中央が青木辰司教授）

復
旧
し
た
宮
古

売
り
上
げ
も
回
復
し
た
よ
つ
く
ら

港

震
災
遺
構
と
し
て
保
存
し
て
い
る

高
田
松
原

４
月
、鉄
道
代
替
策
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
バ

ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
開
通
に

合
わ
せ
、
国
道
45
号
わ
き
に
レ
ス

ト
ラ
ン
を
含
む
施
設
で
復
旧
し
再

開
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　
ハ
マ
ナ
ス
が
群
生
し
最
盛
期
は

40
万
人
も
海
水
浴
客
が
集
ま
っ
た

美
し
い
白
砂
の
海
岸
復
活
も
め
ざ

し
、
１
月
か
ら
防
潮
堤
と
地
盤
か

さ
上
げ
工
事
が
始
ま
っ
た
。
３
年

に
津
波
の
到
達
水
位
が
残
さ
れ
、

復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

大
学
生
ら
が
震
災
前
の
周
辺
鍬
ヶ

崎
地
区
航
空
写
真
を
も
と
に
、
住

民
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
街
並

み
ジ
オ
ラ
マ
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
も
兼
ね

て
お
り
、
関
口
茂
駅
長
は
６
月
か

ら
就
航
す
る
室
蘭
・
宮
古
フ
ェ
リ

ー
に
よ
る
好
影
響
に
期
待
し
て
い

る
が
、「
防
潮
堤
と
こ
れ
に
伴
う

道
の
駅
へ
の
進
入
路
工
事
完
成
は

２
年
先
に
な
る
の
で
、
本
格
復
興

は
ま
だ
半
ば
で
す
」。

　
高
台
に
あ
っ
て
被
災
を
免
れ
被

５

　
東
洋
大
学
社
会
学
部
社
会
調
査

実
習
田
野
畑
班
（
青
木
辰
司
教
授

担
当
）
の
学
生
約
10
人
が
２
月
、

岩
手
県
沿
岸
部
の
漁
村
、
田
野
畑

村
（
石
原
弘
村
長
）
で
、
震
災
復

興
と
こ
れ
か
ら
の
村
、「
道
の
駅
」

の
あ
り
方
な
ど
に
関
す
る
社
会
調

査
の
報
告
会
を
開
い
た
。

　
同
村
は
東
日
本
大
震
災
で
被

災
。
当
時
、
青
木
研
究
室
の
ゼ
ミ

生
だ
っ
た
村
出
身
の
久
保
葵
さ
ん

が
状
況
を
確
か
め
る
た
め
ゼ
ミ
仲

間
の
募
金
で
帰
省
し
た
の
を
機

に
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
研
究
室

の
学
生
に
よ
る
復
興
支
援
を
目
的

に
社
会
調
査
実
習
を
ス
タ
ー
ト
。

久
保
さ
ん
の
父
が
当
時
、
村
の
復

興
対
策
課
長
だ
っ
た
た
め
自
治
体

も
調
査
実
習
に
協
力
、
農
業
・
漁

業
な
ど
の
住
民
や
道
の
駅
関
係
者

ら
も
参
加
し
て
、
熱
心
な
意
見
交

換
を
続
け
て
き
た
。

　
道
の
駅
「
た
の
は
た
」
は
施
設

の
老
朽
化
も
あ
り
三
陸
沿
岸
道
路

の
事
業
進
捗
に
合
わ
せ
、
Ｉ
Ｃ
近

く
に
新
設
移
転
す
る
計
画
が
あ

る
。
今
回
の
報
告
会
が
４
年
間
の

調
査
実
習
の
集
大
成
の
た
め
、
学

生
た
ち
は
新
・
道
の
駅
を
、
広
域

連
携
型
の
駅
／
村
の
観
光
拠
点
／

物
語
性
を
持
っ
た
特
産
品
／
多
世

代
が
交
流
で
き
る
施
設
／
災
害
の

記
録
と
記
憶
を
遺
す
施
設
／
近
隣

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年
。復
興
へ
向
け
各
地
で
工
事
が
進
む
。

地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道
の
駅
だ
が
、
東
北
各
県

で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
道
の
駅
は
多
い
。
甚
大
被
害
を
受
け
た

道
の
駅
の
復
興
ぶ
り
と
現
状
を
お
伝
え
す
る
。

広
域
連
携
の
施
設
に

田
野
畑
村
「
道
の
駅
」 

学
生
が
あ
り
方
提
言

店
舗
に
明
る
さ
戻
る
／
防
災
の
拠
点
に
／
震
災
以
降
に
も

東日本大震災から 7年

後
に
は
、
道
の
駅
も
堤
内
側
に
新

設
さ
れ
本
格
施
設
に
移
る
。

　

「
お
客
様
の
入
り
、
売
り
上
げ

は
よ
う
や
く
震
災
前
の
６
割
に
回

復
し
て
き
ま
し
た
。
新
施
設
と
海

水
浴
場
再
開
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
小
野
寺
正
道
駅
長
。

■
「
み
や
こ
」

 

（
岩
手
県
宮
古
市
）

　

　
宮
古
港
の
出
崎
ふ
頭
に
あ
っ
た

駅
は
根
こ
そ
ぎ
流
失
し
た
が
、
12

年
３
月
に
仮
設
施
設
、
13
年
７
月

に
現
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
２
階

災
者
の
避
難
・
救
援
に
奮
闘
し
た

同
市
の
道
の
駅
「
た
ろ
う
」
は
、

復
興
拠
点
と
し
て
三
陸
沿
岸
道
路

Ｉ
Ｃ
の
今
春
開
通
に
合
わ
せ
16
年

７
月
、
田
老
地
区
中
心
部
に
移
転

し
仮
営
業
し
て
き
た
が
、
被
災
店

舗
４
店
や
観
光
案
内
所
、ト
イ
レ
、

情
報
提
供
施
設
も
完
成
し
４
月
７

日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
る
。

■
「
よ
つ
く
ら
港
」

 

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

　

　
建
物
全
壊
の
悲
劇
に
見
舞
わ
れ

た
の
は
、東
北
初
の
民
設
民
営「
道

の
駅
」
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た
８
か
月
後
。
当
初
か
ら
続

け
て
き
た
各
地
の
交
流
団
体
な
ど

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
に

駆
け
つ
け
、
１
カ
月
後
に
は
直
売

所
を
仮
復
旧
し
た
。

　
復
興
・
地
域
振
興
へ
の
活
躍
ぶ

り
を
評
価
し
た
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

か
ら
２
億
１
０
０
０
万
円
の
助
成

を
受
け
、
12
年
夏
か
ら
周
辺
被
災

地
区
店
舗
も
参
加
し
た
本
格
復
旧

施
設
で
営
業
を
続
け
る
。

　
被
災
の
教
訓
を
生
か
し
て
防
災

に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
飲
料
用

貯
水
タ
ン
ク
、
非
常
用
ト
イ
レ
、

発
電
機
、
太
陽
光
発
電
の
照
明
、

太
陽
熱
温
水
器
も
独
自
に
備
え

た
。

　
白
土
健
二
駅
長
は
「
皆
様
の
力

強
い
ご
支
援
に
加
え
、
常
磐
道
の

全
線
開
通
、
帰
還
困
難
区
域
の
通

行
規
制
解
除
な
ど
交
通
の
便
向
上

で
、
昨
年
か
ら
震
災
前
よ
り
少
し

上
向
き
経
営
に
な
り
ま
し
た
」
と

明
る
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

■
「
高
田
松
原
」

 

（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）

　

　
愛
称
タ
ピ
ッ
ク
45
の
道
の
駅

は
、
が
れ
き
撤
去
後
も
壊
滅
当
時

の
姿
の
ま
ま
た
た
ず
む
。
東
日
本

大
震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
と

と
も
に
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
や
被

災
、
復
興
状
況
な
ど
を
内
外
、
後

世
に
伝
え
る
震
災
遺
構
と
し
て
遺

す
た
め
だ
。

　
国
、
県
、
市
３
者
に
よ
る
総
面

積
約
１
３
０
㌶
の
「
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
」事
業
と
し
て
、

国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
と
と
も
に

新
た
な
道
の
駅
を
昨
年
３
月
に
起

工
。
岩
手
県
が
設
置
す
る
震
災
津

波
伝
承
施
設
（
仮
称
）
も
道
の
駅

内
に
整
備
さ
れ
る
。

　
国
土
交
通
省
は
新
設
す
る
道
の

駅
を
重
点
「
道
の
駅
」
に
指
定
。

事
業
完
成
後
は
震
災
遺
構
巡
り
な

ど
三
陸
沿
岸
全
体
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
と
な
る
広
域
案
内
機
能
を
持

ち
、
津
波
防
災
文
化
発
信
や
津
波

防
災
教
育
の
拠
点
に
な
る
。

市
町
村
と
連
携
し
た
防
災
施
設
な

ど
を
目
指
す
よ
う
提
案
し
た
。

　
石
原
村
長
ら
参
加
者
は
若
者
ら

し
い
発
想
を
高
く
評
価
、
村
の
未

来
を
考
え
て
く
れ
た
若
者
の
熱
心

さ
に
、
感
謝
と
称
賛
の
声
が
相
次

い
だ
。
学
生
も
地
元
の
人
々
の
素

朴
な
温
か
さ
に
触
れ
、
大
歓
待
の

歓
迎
ぶ
り
に
感
激
。
大
学
と
道
の

駅
の
連
携
が
生
ん
だ
成
果
で
、
地

域
活
性
化
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ

る
日
も
近
い
。

あゆの里矢田川
阿瀬大典駅長

　日本海に近く、清流矢田川が流れる

兵庫県香美町村岡区長瀬 933-1
県道 4号　 TEL.0796-95-1369

雪深い谷にポツリとある駅。あゆの一夜干し定食、
但馬牛テールスープうどんがおすすめ。特産あま
ごのへしこ、村岡米コシヒカリ「とろかわの恋」
などの土産を旗印に掲げ、経営立て直しに命燃や
すヤング、チョベリグな新駅長、頑張ってます！

きょなん
飯田浩駅長

　東京湾に面し、潮の香りと温暖な気

千葉県鋸南町吉浜 517-1
国道 127 号　TEL.0470-55-4518

候の育む四季の花、景色が楽しめ、夕日スポット
としても人気です。地元の新鮮な野菜など特産品
の販売、獲れたて魚介を使った食事処のほか、「見
返り美人」で有名な浮世絵の祖、菱川師宣記念館
も隣接し、歴史、文化、自然が楽しめます。

三滝堂
猪股浩美店長

　三陸自動車道三滝堂ＩＣ沿いに昨春

宮城県登米市東和町米谷福平 191-1
国道 398 号　TEL.0220-23-7891

オープンし、内陸・南三陸沿岸のゲートウェイと
して地域の観光総合窓口になっております。レス
トランでは登米市産仙台牛Ａ５ランクステーキや
郷土料理「はっと汁」「油麩丼」を堪能できます。
ＲＶパークやドッグラン設置も魅力です。
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近
未
来
に
襲
う
と
予
測
さ
れ
て

い
る
地
震
は
、
東
京
直
下
型
地
震

や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
ト
ラ

フ
地
震
で
あ
り
、
太
平
洋
側
は
、

こ
れ
ら
の
地
震
が
も
し
連
動
し
て

起
こ
れ
ば
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、

日
本
国
そ
の
も
の
が
存
続
可
能
か

ど
う
か
と
い
っ
た
厳
し
い
局
面
に

直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
世
界
の

貧
困
国
の
一
つ
に
転
落
す
る
可
能

性
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
・

ベ
ル
リ
ン
・
モ
ス
ク
ワ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
大
地
震
が
襲
う
こ
と

は
、
今
後
と
も
絶
対
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

と
ん
で
も
な
い
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

　
わ
れ
わ
れ
が
暮
ら
し
て
い
る
国

土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
に

つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
十
分
に

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
国
土
だ
け
を
対

象
に
勉
強
し
た
の
で
は
、
理
解
し

て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
わ
が
国
が
経
済
的
に
競
争
し
て

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
部
や
北

ア
メ
リ
カ
、
中
国
の
中
原
部
あ
た

り
と
の
比
較
の
中
で
、
わ
が
国
の

国
土
条
件
の
特
徴
を
列
記
し
て
み

る
と
、
彼
ら
に
は
な
い
い
く
つ
も

の
厳
し
い
自
然
条
件
が
わ
れ
わ
れ

に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

「
日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
の
地

理
的
条
件
・
自
然
条
件
」
シ
リ
ー

ズ
第
４
回
の
テ
ー
マ
は
、「
⑦
全

国
ど
こ
で
で
も
大
規
模
地
震
が
起

こ
り
得
る
こ
と
」
と
、「
⑧
豪
雨

の
特
性
が
集
中
的
だ
と
い
う
こ

と
」
で
あ
る
。

⑦
大
地
震
の
可
能
性

　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、

大
規
模
地
震
が
起
こ
り
得
る
と
い

う
認
識
を
十
分
に
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
が
、
わ
が
国
は
、
大
地
震
が

起
こ
り
得
る
プ
レ
ー
ト
の
境
目
に

存
在
す
る
国
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
地
表
面
積
は
全
世
界

の
わ
ず
か
０
・
25
％
に
し
か
過
ぎ

な
い
の
だ
が
、
何
と
こ
の
狭
い
エ

リ
ア
に
四
つ
も
の
プ
レ
ー
ト
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
が
一
つ

の
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
に
比

べ
て
、
き
わ
め
て
厳
し
い
条
件
と

な
っ
て
い
る
。

日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
④

列島保全への課題世界的にも稀な厳しい自然条件

　
本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？

　

概
略
的
な
数
字
で
示
せ
ば
、
３
０

０
億
㌧
程
度
の
水
し
か
貯
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
き
わ
め

て
厖
大
な
水
の
量
だ
が
、
世
界
的

に
見
る
と
そ
れ
は
、
中
国
の
三
峡

ダ
ム
や
ア
メ
リ
カ
の
フ
ー
バ
ー
ダ

ム
の
一
つ
分
程
度
で
し
か
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
水
資
源

量
は
、
世
界
の
国
々
に
比
べ
て
決

し
て
豊
か
な
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
現
在
で
も
頻
繁
に
各
地

に
渇
水
が
生
じ
、
水
道
水
・
農
水

・
工
水
の
取
水
制
限
が
行
わ
れ
て

い
る
。
１
９
６
４
年
の
前
回
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
に
は
、
東
京

は
大
渇
水
と
な
り
、
そ
の
後
、
取

水
域
を
大
き
く
拡
大
し
て
き
た

が
、
２
０
１
３
年
に
は
、
首
都
圏

で
も
か
な
り
長
期
に
わ
た
る
取
水

制
限
が
あ
っ
た
。

　
降
雨
の
集
中
特
性
も
変
化
し
て

き
て
い
る
。
過
去
に
も
集
中
豪
雨

６

プ
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
言
い
過

ぎ
で
は
な
い
。

⑧
集
中
豪
雨

　
わ
が
国
の
降
雨
量
は
１
４
０
０

〜
１
８
０
０
㍉
㍍
で
あ
り
、
地
表

全
体
が
８
０
０
㍉
㍍
で
あ
る
の
に

比
べ
、
水
資
源
豊
か
と
い
う
よ
う

に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
河
川
が
短
く
急
流
で

あ
る
た
め
、
脊
梁
山
脈
に
沿
っ
て

降
っ
た
雨
が
一
挙
に
海
に
注
い
で

し
ま
い
、
貯
水
す
る
こ
と
が
き
わ

め
て
困
難
だ
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
同
時
に
、
大
降
雨
が
梅
雨
末

期
と
台
風
期
と
い
う
短
い
期
間
に

集
中
す
る
、
と
い
う
傾
向
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
は
数
千
も
の
ダ
ム
・

堰
・
た
め
池
な
ど
の
貯
水
設
備
を

大
和
朝
廷
の
時
代
以
来
、
営
々
と

し
て
整
備
し
て
き
た
。
そ
れ
で
も

洪水と地震に備えて

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？

　
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。

発
行
：
産
経
新
聞
出
版

定
価
：
１
３
０
０
円
＋
税

が
あ
っ
て
洪
水
や
土
砂
災
害
・
土

石
流
災
害
を
も
た
ら
し
て
き
た

が
、
今
日
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

な
の
か
は
別
と
し
て
、
渇
水
と
洪

水
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
降
雨
強
度
の
変
動
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
１
時
間
に
50
㍉
㍍
と
い
う
強
烈

な
豪
雨
の
発
生
回
数
は
年
々
増
え

て
い
る
し
、
１
時
間
に
１
０
０
㍉

㍍
と
い
う
先
が
全
く
見
え
な
く
な

る
ほ
ど
の
集
中
豪
雨
が
各
地
で
頻

発
す
る
事
態
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
も

　
２
０
１
４
年
夏
に
は
、
高
知
・

京
都
・
福
知
山
・
広
島
・
北
海
道

礼
文
島
な
ど
、
全
国
的
に
豪
雨
に

よ
る
大
き
な
土
砂
災
害
が
生
じ

た
。

　
東
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー

ン
地
帯
に
お
い
て
は
、

「
水
を
治
め
る
こ
と
は

国
を
治
め
る
こ
と
だ
」

と
言
わ
れ
て
き
た
よ
う

に
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人

も
過
去
か
ら
懸
命
な
治

水
努
力
を
続
け
て
き

た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
豪
雨
特
性
が
あ
り
、

そ
れ
が「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
激

化
し
て
い
る
た
め
、
現

在
で
も
毎
年
ど
こ
か
で

大
き
な
斜
面
崩
壊
や
土

石
流
と
い
っ
た
土
砂
災

害
や
洪
水
災
害
が
生
じ

て
い
る
。　

わ
れ
わ
れ
は
水
を
治

め
水
に
対
応
し
き
る
こ

と
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
で

き
て
は
い
な
い
の
で
あ

る
。

みまき
熊谷智駅長

　浅間連峰を一望できる温泉「御牧乃

長野県東御市布下35-4
県道40号　TEL.0268-67-3467

湯」を併設し、地元野菜の直売所や隣接の食事処
では地元食材を使った郷土料理を提供している。
おすすめは「御牧御膳」信州の味、6 種の「おば
んざい」などが楽しめる。駐車場も広く車中泊や
キャンピングカーの方々に人気がある。

みさき
大堀英久駅長

　2017 年４月オープン第二阪和国道

大阪府岬町淡輪 5654-3
国道 26 号　TEL.072-494-1117

の淡輪 ( たんのわ ) ランプからすぐ。丘の上岬
食堂では、生しらす丼などが人気。地元漁港よ
りその日水揚げされた魚が並び、旬の野菜・果
物を販売する産直市場「よってって」、大阪湾
を望む展望テラスもある。

田野駅屋
西岡勢津子駅長

　土佐くろしお鉄道ごめん・なはり線

高知県田野町 1431-1
国道 55 号　TEL.0887-32-1077

田野駅に併設、という全国的にも珍しい道の駅。
地元産品の揃う直販コーナー、当駅オリジナルの
軽食や川エビ、いも天などの人気商品をすぐ食べ
られる軽食・休憩コーナー、高知県東部地域の情
報発信コーナーが皆様にご利用いただけます。

2018 年（平成 30 年）４月 第 52 号

　
地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
洪

水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
自
然
災
害
が

頻
発
す
る
国
土
の
上
で
日
本
人
は

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
７
年
を

振
り
返
っ
た
だ
け
で
、
平
成
23
年

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日

本
大
震
災
）／
同
年
台
風
12
号（
紀

伊
半
島
豪
雨
）
／
24
年
７
月
九
州

北
部
豪
雨
／
26
年
８
月
豪
雨
（
広

島
市
の
大
規
模
土
砂
災
害
）
／
同

年
御
嶽
山
噴
火
／
27
年
９
月
関
東

・
東
北
豪
雨
（
鬼
怒
川
の
堤
防
決

壊
）
／
28
年
４
月
熊
本
地
震
／
29

年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、
大

規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
毎
冬
の
よ

う
に
強
烈
な
寒
波
が
到
来
し
、
日

本
列
島
各
地
が
記
録
的
な
大
雪
に

見
舞
わ
れ
、
交
通
麻
痺
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
切
断
な
ど
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
か
ら
2
年

　
熊
本
地
震
は
、
熊
本
〜
阿
蘇
周

辺
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま

し
た
。
多
数
の
家
屋
倒
壊
や
土
砂

災
害
に
よ
る
人
的
被
害
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

へ
の
被
害
の
ほ
か
、
空
港
・
道
路

・
鉄
道
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に

も
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
県
民
生

活
や
地
域
の
経
済
活
動
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
主
要
幹
線
道
路
で
は
南
北
方
向

の
大
動
脈
・
九
州
縦
貫
自
動
車
道

が
、
２
週
間
に
わ
た
り
全
面
通
行

止
め
に
な
り
ま
し
た
。
東
西
方
向

の
生
命
線
で
あ
る
国
道
57
号
が
南

阿
蘇
村
立
野
で
斜
面
崩
壊
に
よ
り

寸
断
、
接
続
す
る
国
道
３
２
５
号

阿
蘇
大
橋
も
崩
落
し
、
県
道
28
号

熊
本
高
森
線
の
俵
山
ト
ン
ネ
ル
と

そ
れ
に
つ
な
が
る
橋
梁
群
も
損

傷
、
１
日
２
〜
３
万
台
を
超
え
る

熊
本
〜
阿
蘇
間
の
重
交
通
が
機
能

麻
痺
と
な
り
ま
し
た
。
国
道
57
号

と
３
２
５
号
は
、
現
在
も
通
行
止

め
が
続
い
て
い
ま
す
。

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

の
重
要
性

　
熊
本
地
震
で
は
多
重
性
（
リ
ダ

ン
ダ
ン
シ
ー
）
の
あ
る
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を
痛
感

し
ま
し
た
。
特
に
熊
本
〜
大
分
を

結
ぶ
東
西
幹
線
軸
は
国
道
57
号
１

本
し
か
な
く
、
有
事
の
際
に
大
き

な
リ
ス
ク
に
な
る
こ
と
が
改
め
て

認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
熊
本
地
震
に
よ
る
幹
線

道
路
網
の
長
期
通
行
止
め
と
、
厳

冬
期
を
前
に
し
た
俵
山
ト
ン
ネ
ル

ル
ー
ト
の
開
通
（
２
０
１
６
年
12

月
24
日
）
は
、
南
阿
蘇
地
域
の
人

々
、
広
域
的
な
道
路
利
用
者
に
、

道
路
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
存
在
価

値
を
改
め
て
認
識
し
て
も
ら
う
契

機
に
な
り
ま
し
た
。
同
ト
ン
ネ
ル

ル
ー
ト
の
開
通
式
で
は
、
南
阿
蘇

村
の
住
民
が
手
作
り
の
旗
を
振

り
、
工
事
関
係
者
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
長
陽
大
橋
ル
ー
ト
の
開
通
（
17

年
８
月
27
日
）
は
、
分
断
さ
れ
た

南
阿
蘇
村
の
中
心
部
と
立
野
地
区

を
直
接
つ
な
げ
、
通
勤
通
学
や
通

院
な
ど
村
民
生
活
の
利
便
性
を
大

幅
に
改
善
し
ま
し
た
。
村
唯
一
の

救
急
指
定
病
院
・
阿
蘇
立
野
病
院

は
、
外
来
診
療
に
加
え
９
月
末
か

ら
入
院
診
療
を
再
開
。
地
域
外
で

避
難
生
活
が
続
い
た
同
村
立
野
の

長
期
避
難
（
３
５
７
世
帯
）
も
、

同
大
橋
ル
ー
ト
開
通
を
機
に
10
月

末
に
解
除
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
各
社

は
「
希
望
の
架
け
橋
」
と
大
き
く

報
じ
ま
し
た
。

自
然
災
害
か
ら
学
び 

 

日
本
人
は
成
長
し
て
き
た

　
日
本
人
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
国
々
と
大
き

く
異
な
る
厳
し
い
条
件
を
備
え
た

国
土
に
働
き
か
け
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
脆
弱
な
国
土
の
上
で
、
何
度

も
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
、
そ
の
た
び
に
苦
難
を
乗

り
こ
え
て
き
ま
し
た
。
自
然
災
害

か
ら
の
復
旧
を
糧
と
し
て
、
日
本

人
は
成
長
し
て
き
た
の
で
す
。

　
内
村
鑑
三
は
著
書
『
地
人
論
』

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

「
地
の
目
的
は
い
か
ん
。
人
類

を
発
達
せ
し
む
る
に
あ
り
。
人
類

の
進
歩
、
啓
発
を
促
す
た
め
に
、

地
は
い
か
な
る
特
質
を
有
せ
ざ
る

べ
か
ら
ず
か
。

（
一
）
進
歩
を
助
け
ん
が
た
め
に
、

地
は
開
拓
、
耕
耘
（
こ
う
う
ん
）、

運
輸
、
交
際
の
便
利
を
人
類
に
供

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

（
二
）
啓
発
を
助
け
ん
が
た
め
に

　橋梁といった社会インフラの維持・補修を考え
る上で、将来、その地域がどうなっているのかを、
幾つかの「オープンデータ」を活用して、やや大
袈裟な表現ですが「未来予想」について考える機
会がありました。
　人口推移や変化は、数ある統計指標の中でも
最も確度の高い未来予測の指標といわれていま
す。改めてではありますが、約 20 年後の 2040
年、日本の人口は今よりも約 2000 万人少ない社
会になっていることは衝撃でした。単純に年間で
約 100 万人の自然減。日本の有史で最も人口減
となったのは第二次世界大戦（1937 年～ 45年）

であり、日本の死者数は民間人も含めて 300 万
人といわれていますので、それを凌ぐ人口減に直
面してゆきます。
　情報科学の進展もあり、将来推計の人口は１平
方㌔㍍単位の区画で、しかも年齢階級別に予測値
が「オープンデータ」として誰でもが入手ができる
ようになっています。皆さんの住む身近な地域が近
未来にどのような姿になっているかを、以前よりも
リアルに想像を働かすことができるでしょう。
　オープンデータを活用した立地やマーケティン
グも、ＡＩを使った高度な分析ができるようにも
なりました。道の駅も広義的には社会インフラの
一つ。このようなオープンデータを活用しながら
地域を「見える化」し、新たな「気づき」を得る
ことで、これから備えるべきことが何かを、自分
達のコミュニティーの範囲で考えてみることも大
切です。

シリーズ「国土教育」 自然災害から学び、日本人は成長してきた

脆弱な国土の上で暮らす日本人

育
上
絶
大
の
価
値
を
有
す
る
も
の

な
れ
ば
、は
な
は
だ
完
全
に
し
て
、

全
く
完
全
な
ら
ず
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
地
球
は
人
の
労
力
を
も
っ
て

初
め
て
完
全
た
る
を
得
る
も
の
な

り
。」

　
日
本
人
は
列
島
で
頻
発
す
る
大

規
模
自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
ず
っ

と
昔
か
ら
教
育
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、

先
人
の
努
力
に
思
い
を
馳
せ
、
国

土
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
、
将
来

世
代
に
よ
り
良
い
イ
ン
フ
ラ
を
引

き
継
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト

　

森
田
康
夫
）

７

国道愛好家
 松波成行

は
、
地
は
多
少
の
障
害
を
人
類
に

供
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
地
の
配
列
、
構
造
に
し
て
全

く
人
類
進
歩
を
奨
励
せ
ざ
ら
ん

か
、
人
類
は
失
望
に
沈
ん
で
、
進

ま
ざ
る
べ
し
。
一
の
障
害
物
を
も

供
せ
ざ
ら
ん
か
、
進
歩
、
簡
易
に

過
ぎ
て
心
霊
の
怠
惰
と
傲ご

う

倨き
ょ

と
を

招
き
、
知
と
霊
と
は
啓
発
せ
ざ
る

べ
し
。
適
宜
な
る
奨
励
と
適
宜
な

る
障
害
と
は
教
育
上
の
必
要
に
し

て
、
天
が
人
に
与
う
る
に
地
を
も

っ
て
せ
し
や
、
こ
の
特
質
を
有
す

る
地
球
を
も
っ
て
せ
ら
れ
た
り
。

　
わ
れ
ら
の
棲
息
す
る
地
球
は
教

厳冬期前に開通した俵山トンネルルート（2016 年 12 月 24 日）

復旧に感謝する横断幕

長陽大橋ルート開通を喜びテープカッ
トする地元の人たち（2017 年８月 27 日）

くちくまの
奥村公仁子店長

　熊野古道の玄関口として古くから口

和歌山県上富田町岩崎 555-5
近畿自動車道紀勢線　TEL.0739-34-3030

熊野（くちくまの）と呼ばれ親しまれてきた上富
田町に位置し、世界遺産の観光案内役、紀伊半島
周辺観光の中継地点役を務めている。当店オリジ
ナル「熊野古道ラスク」、「熊野牛コロッケ」「プ
ラムジュース」「梅ポン酢」などが好評です。

なんごう
吉田宗弘駅長

　日南海岸国定公園のほぼ中央に位置

宮崎県日南市南郷町贄波 3220-24
国道 448 号　TEL.0987-64-3303

し、日向灘を望む海岸線は無類の景勝地です。近
隣に県亜熱帯作物支場、有用植物園、ジャカラン
ダの森などもあり、自然を満喫することができま
す。 トリップアドバイザーの道の駅口コミラン
キングで 2017 年全国第１位に選ばれました。

奥永源寺渓流の里
仲谷正敏駅長

　旧中学校の校舎を再活用した当駅は、

滋賀県東近江市蓼畑町 510
国道 421 号　TEL.0748-29-0428

滋賀と三重の県境に近く、日本の原風景が広が
る自然豊かな場所に建っています。直売所では
名産の政所茶やこんにゃくが並び、飲食店では
地元猟師から仕入れたジビエ料理が堪能できま
す。また、渓流魚が泳ぐミニ水族館もあります。
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エ
コ
カ
ー
試
乗
会
を
開
催

Ｅ
Ｖ
非
常
電
源
の
実
演
も

Ｆ
Ｍ
放
送
で
温
暖
化
対
策

クールチョイス広がる道の駅で「賢い選択」

　
ス
ト
ッ
プ
！
地
球
温
暖
化
は
「
道
の
駅
」
か
ら
―
―
。
環
境
省
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
「
賢
い
選
択
」
を
促

す
国
民
運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）
を
展
開
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
幅
広
い
国
民
の
意
識

向
上
を
目
指
す
に
は
地
域
に
お
け
る
情
報
発
信
が
重
要
で
、
そ
れ
に
は
地
方
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。
こ
の
た
め
環
境
省
は
「
ク
ー
ル
チ

ョ
イ
ス
」
の
普
及
・
啓
発
に
は
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
成
長
を
続
け
る
「
道
の
駅
」
と
の
連
携
が
重
要
、
と
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
道
の
駅
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

く
ん
ま
水
車
の
里

　
静
岡
県
浜
松
市
は
国
民
運
動

「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
に
賛
同
し

て
、
エ
コ
カ
ー
の
普
及
や
公
共
交

通
の
利
用
促
進
、
省
エ
ネ
の
実
践

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

し
、
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

　
浜
松
市
に
は
３
カ
所
の
道
の
駅

が
あ
り
、
す
べ
て
の
道
の
駅
に
Ｅ

Ｖ
用
の
急
速
充
電
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
３
カ
所
で
こ
の
ほ

ど
、
電
気
自
動
車
や
燃
料
電
池
車

に
よ
る
エ
コ
カ
ー
試
乗
会
や
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
、
同
市
天
竜

区
に
あ
る
道
の
駅
「
く
ん
ま
水
車

の
里
」
で
も
１
月
、
試
乗
会
と
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　

「
く
ん
ま
水
車
の
里
」
は
浜
松

市
北
部
の
中
山
間
地
域
に
あ
り
、

静
岡
県
の
道
の
駅
第
２
号
で
「
く

ん
ま
」
は
地
元
で
は
地
区
名
の

「
熊
」
を
指
す
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

会
場
は
道
の
駅
に
隣
接
し
た
熊
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

　
滋
賀
県
竜
王
町
は
昨
春
、
ク
ー

ル
チ
ョ
イ
ス
に
賛
同
し
た
。「
竜

王
か
が
み
の
里
」（
同
町
鏡
）
と

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
」（
同
町
山

之
上
）の
二
つ
の
道
の
駅
が
あ
り
、

集
客
力
の
あ
る
「
か
が
み
の
里
」

と
農
業
生
産
力
の
あ
る
「
ア
グ
リ

パ
ー
ク
」
の
連
携
・
交
流
が
評
価

さ
れ
平
成
27
年
度
に
重
点
「
道
の

駅
」
に
選
定
さ
れ
た
。
山
々
に
囲

ま
れ
た
沃
野
で
は
野
菜
は
も
ち
ろ

ん
フ
ル
ー
ツ
や
き
の
こ
、
近
江
米

が
育
ま
れ
て
お
り
、
国
産
黒
毛
和

牛
で
日
本
三
大
和
牛
の
一
つ
近
江

牛
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
。　

同
町
に
は
、
鉄
道
の
駅
が
な
い

た
め
、
住
民
や
観
光
客
に
は
ク
ル

マ
が
欠
か
せ
ず
、
一
世
帯
当
た
り

の
自
動
車
保
有
台
数
は
全
国
平
均

１
・
06
台
を
大
き
く
上
回
る
２
・

８
台
も
あ
り
、
行
政
も
モ
ビ
リ
テ

花
ロ
ー
ド
え
に
わ

　
北
海
道
恵
庭
市
は
札
幌
市
と
新

千
歳
空
港
の
間
に
位
置
す
る
。
恵

ま
れ
た
庭
と
書
く
恵
庭
市
は
、「
花

の
観
光
地
づ
く
り
大
賞
」
や
「
緑

の
環
境
デ
ザ
イ
ン
全
国
最
高
賞
」

を
受
賞
し
て
き
た
文
字
通
り
緑
豊

か
な
「
花
の
ま
ち
」
で
あ
る
。
恵

庭
市
は
昨
春
、「
花
・
水
・
緑
・

人
が
つ
な
が
り
夢
ふ
く
ら
む
ま
ち

え
に
わ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
」

と
、
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
に
賛
同
し

た
。

　
そ
の
情
報
発
信
の
拠
点
の
一
つ

が
同
市
南
島
松
に
あ
る
道
の
駅

エ
コ
カ
ー
に
関
心
の
あ
る
家
族
連

れ
な
ど
大
勢
が
参
加
し
た
。

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
リ
ー
ド
し
た

の
は
道
の
駅
大
好
き
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ゴ
ラ
イ
ト
さ

ん
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
「
電
気
自

動
車
に
乗
ろ
う
！
」
を
披
露
し
た

後
、
Ｅ
Ｖ
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
詳

し
い
モ
ー
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ィ
ー
の
低
炭
素
化
や
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
普
及
を
課
題
に
掲
げ
て
い

る
。

　
２
月
に
は
両
駅
で
、
ク
ー
ル
チ

ョ
イ
ス
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
「
ワ
ク

ワ
ク
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
試
乗
会
at
道

の
駅
」
が
開
催
さ
れ
た
。
試
乗
用

に
用
意
さ
れ
た
Ｅ
Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を

「
花
ロ
ー
ド
え
に
わ
」
だ
。
施
設

に
は
明
る
く
開
放
感
に
満
ち
た
コ

ン
サ
バ
ト
リ
ー
（
人
に
や
さ
し
い

温
室
）
が
あ
る
。

　
自
慢
は
施
設
内
の
一
角
に
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
局

を
併
設
し
て
い
る
こ
と
だ
。
地
域

Ｆ
Ｍ
局
は
そ
の
名
も
「
ｅ
―
ｎ
ｉ

ｗ
ａ
」（
い
ー
に
わ
）。
こ
こ
が
ク

ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の
取
り
組
み
を
発

信
す
る
拠
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。

の
片
岡
英
明
さ
ん
ら
と
、
ク
ー
ル

チ
ョ
イ
ス
の
大
切
さ
や
Ｅ
Ｖ
の
魅

力
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　

Ｑ
＆
Ａ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
車

が
生
活
の
足
と
な
っ
て
い
る
地
域

ら
し
く
、
参
加
者
か
ら
活
発
な
質

問
が
相
次
ぎ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
耐

久
性
に
つ
い
て
の
質
問
や
「
近
い

将
来
に
１
０
０
万
円
以
内
で
買
え

る
軽
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
が
発
売
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
る
の
か
」
な
ど
と

い
っ
た
意
見
が
出
る
な
ど
、
エ
コ

カ
ー
に
つ
い
て
熱
い
質
疑
応
答
が

続
い
た
。　

「
温
室
効
果
ガ
ス
の
単
位
に
は

㌔
や
㌧
な
ど
が
使
わ
れ
る
が
、
Ｃ

Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
１
㌔
の
体

積
は
何
㍑
？
」
な
ど
の
ク
イ
ズ
も

交
え
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
対
策

へ
の
理
解
を
深
め
る
良
い
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
た
。

熊ふれあいセンターでのトークショーアグリパーク竜王の EV
試乗会には家族連れも

ここからクールチョイスの情報が発信される

くんま水車の里EV 試乗会の会場となっ
た ア グ リ パ ー ク 竜 王

道の駅内の一角にあるコミュニティーＦＭ局

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
は

COOL CHOICE

体
験
す
べ
く
家
族
連
れ
な
ど
大
勢

の
来
駅
者
が
参
加
し
た
。

　

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
」
で
は
、

参
加
者
ら
が
施
設
の
周
辺
を
ゆ
っ

く
り
と
運
転
し
な
が
ら
、
静
か
な

乗
り
心
地
を
体
験
し
、
ガ
ソ
リ
ン

車
と
の
違
い
を
実
感
。口
々
に「
静

か
で
乗
り
心
地
よ
く
モ
ー
タ
ー
の

お
か
げ
で
加
速
が
と
て
も
ス
ム
ー

ズ
。
環
境
に
や
さ
し
い
ク
ル
マ
の

時
代
が
き
ま
し
た
ね
」
と
感
心
し

て
い
た
。　

災
害
時
に
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
バ

ッ
テ
リ
ー
が
非
常
電
源
と
し
て
電

力
供
給
が
で
き
る
実
演
も
実
施
さ

れ
た
。
Ｅ
Ｖ
か
ら
供
給
さ
れ
た
電

気
を
使
い
電
気
ポ
ッ
ト
で
お
湯
を

沸
か
し
、
温
か
い
コ
ー
ン
ス
ー
プ

が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
心
温

ま
る
実
演
に
大
喜
び
だ
っ
た
。

　

「
ｅ
―
ｎ
ｉ
ｗ
ａ
」
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
の
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
地
域
情
報
の
受
発
信
力

と
い
う
市
民
参
加
メ
デ
ィ
ア
の
特

性
を
フ
ル
に
活
用
し
、
ク
ー
ル
チ

ョ
イ
ス
の
周
知
・
啓
発
事
業
を
展

開
し
た
い
と
意
気
込
む
。

　
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
市

民
の
生
の
声
を
収
録
し
た
60
秒
ス

ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
た
り
、
Ｆ

Ｍ
局
も
行
政
の
担
当
職
員
や
地
域

内
の
企
業
・
団
体
の
省
エ
ネ
の
実

践
ぶ
り
を
生
中
継
で
放
送
す
る
な

ど
、
番
組
制
作
に
意
欲
的
。
Ｆ
Ｍ

放
送
と
中
学
校
の
校
内
放
送
を
連

携
さ
せ
、
直
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の
若
い
世
代
の

意
識
向
上
も
目
指
す
。

　
同
Ｆ
Ｍ
局
に
は
約
30
人
の
市
民

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
い
る
。
そ

の
市
民
が
町
に
出
て
情
報
の
受
発

信
と
取
材
を
兼
ね
、
ク
ー
ル
チ
ョ

イ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
意
識
調
査

も
実
施
。「
地
球
温
暖
化
対
策
に

貢
献
で
き
る
の
で
取
材
も
放
送
も

楽
し
い
」
と
、
市
民
参
加
の
コ
ン

テ
ン
ツ
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。

環
境
に
や
さ
し
い
食
材
販
売

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の	

国
民
運
動

　
豪
雪
や
極
寒
が
列
島
を
襲
っ

た
。
局
地
的
豪
雨
は
季
節
を
問
わ

ず
、
夏
の
暑
さ
も
尋
常
で
な
く
、

農
作
物
被
害
も
多
い
。
ど
れ
も
地

球
温
暖
化
が
影
響
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
今
国
会
に

こ
う
し
た
被
害
へ
の
対
応
を
強
化

す
る
「
気
候
変
動
適
応
法
案
」
を

提
出
。
国
の
責
任
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
自
治
体
に
対
策
を
促

し
、
地
域
で
の
適
応
計
画
の
策
定

に
努
め
る
よ
う
求
め
て
い
る
の
が

特
徴
の
法
案
だ
。

　
世
界
に
公
約
し
た
日
本
の
地
球

温
暖
化
対
策
は
、
２
０
３
０
年
度

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２

０
１
３
年
度
比
で
26
％
削
減
す
る

の
が
目
標
。こ
の
た
め
環
境
省
は
、

低
炭
素
型
の
製
品
へ
の
買
い
換
え

・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
選
択
な
ど
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
役
立
つ
「
賢
い
選
択
」

を
し
て
、
脱
炭
素
社
会
を
目
指
し

て
い
こ
う
と
い
う
国
民
運
動
「
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｌ

　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
を
推

進
し
て
い
る
。

　

「
賢
い
選
択
」
は
多
岐
に
わ
た

る
。
エ
コ
カ
ー
を
選
択
す
る
・
Ｚ

Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
な
ど
の
エ
コ
住

宅
を
選
択
す
る
・
５
つ
星
家
電
な

ど
の
省
エ
ネ
家
電
を
選
択
す
る
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
高
効
率
な
照
明
に
換

え
る
・
公
共
交
通
を
利
用
す
る
・

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
・
ク

ー
ル
ビ
ズ
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
実

践
す
る
…
…
な
ど
の
選
択
で
あ
る
。

　
道
の
駅
は
、
地
産
地
消
を
原
点

と
し
て
農
林
水
産
・
畜
産
業
と
密

も
て
ぎ　

栃
木
県
は
、
県
を
挙
げ
て
ク
ー

ル
チ
ョ
イ
ス
を
進
め
る
た
め
「
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
ち
ぎ
」

県
民
運
動
を
展
開
。
国
の
ク
ー
ル

チ
ョ
イ
ス
に
呼
応
し
、「
賢
い
選

択
」
を
県
民
一
人
ひ
と
り
に
広

げ
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
行
動
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
、
と
位
置
づ
け

る
。「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

と
ち
ぎ
」
共
同
宣
言
は
「
オ
ー
ル

と
ち
ぎ
体
制
で
地
球
温
暖
化
対
策

を
推
進
す
る
県
民
運
動
と
し
て
展

開
し
、
と
ち
ぎ
の
豊
か
な
環
境
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
」
と
し

て
い
る
。　

各
市
町
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
多

様
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お

り
、
中
で
も
地
産
地
消
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
茂
木
町
の

道
の
駅
「
も
て
ぎ
」
の
例
を
紹
介

す
る
。　

　
　

◇　
朝
に
採
っ
た
ば
か
り
の
人
参
、

大
根
、
ね
ぎ
、
ほ
う
れ
ん
草
…
…
。

道
の
駅
「
も
て
ぎ
」
の
直
売
所
に

ず
ら
り
と
並
ぶ
野
菜
に
は
、「
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｌ

　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
で
あ
る
青
い
矢
印
の
シ

ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
朝
採
り

もてぎの野菜に貼られた
クールチョイスのロゴ

普及啓発のため設
置 さ れ た パ ネ ル

野
菜
を
直
売
す
る
「
地
産
地
消
」

の
取
り
組
み
は
、
出
荷
に
長
距
離

ト
ラ
ッ
ク
を
使
わ
な
い
の
で
Ｃ
Ｏ

２

排
出
が
抑
制
さ
れ
地
球
環
境
に

負
担
が
な
く
、
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

の
取
り
組
み
の
一
つ
だ
。

　
も
う
一
つ
、
環
境
に
や
さ
し
い

秘
密
が
あ
る
。
販
売
す
る
野
菜
の

多
く
は
「
堆
肥
パ
ワ
ー
」
を
栽
培

に
生
か
し
て
い
る
点
だ
。
茂
木
町

は
、
地
域
か
ら
出
る
生
ご
み
や
籾

殻
な
ど
を
集
め
て
作
っ
た
堆
肥
を
、

野
菜
を
は
じ
め
農
作
物
づ
く
り
に

生
か
す
活
動
を
、
町
を
挙
げ
て
進

め
て
き
た
。
自
然
の
肥
料
で
育
っ

た
野
菜
は
安
全
な
う
え
味
が
濃
い
。

堆
肥
づ
く
り
は
ご
み
を
焼
却
し
な

い
た
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
役

立
つ
。「
も
て
ぎ
」
の
野
菜
は
、
自

然
の
恵
み
を
生
か
し
切
っ
た
環
境

に
や
さ
し
い
食
材
な
の
だ
。

　
同
町
は
、
堆
肥
で
育
て
た
野
菜

を
道
の
駅
で
販
売
す
る
だ
け
で
な

く
、
小
中
学
校
の
学
校
給
食
に
も

活
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
環
境

保
護
の
大
切
さ
と
大
地
の
恵
み
の

あ
り
が
た
み
を
子
供
た
ち
に
伝
え

て
き
た
。
山
あ
い
の
町
の
取
り
組

み
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら

環
境
保
護
の
あ
る
べ
き
姿
を
学
ぶ

「
環
境
教
育
」
の
大
切
さ
を
、
教
え

て
く
れ
る
。「
自
然
の
パ
ワ
ー
あ
ふ

れ
る
野
菜
を
食
べ
、
地
球
環
境
保

護
を
家
族
で
考
え
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
」。
同
町
の
道
の
駅
担
当
で
自

然
農
法
に
も
詳
し
い
職
員
は
そ
う

話
す
。

　
春
野
菜
の
シ
ー
ズ
ン
は
今
が
真

っ
盛
り
。
旅
の
土
産
に
道
の
駅
の

野
菜
を
買
っ
て
帰
る
の
は
ま
さ
に

「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
な
の
だ
。

接
に
連
携
し
て
お
り
、「
低
炭
素

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
」
の

代
表
例
で
あ
る
エ
コ
カ
ー
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自

動
車
）
充
電
器
を
設
置
し
、
自
転

車
利
用
を
促
進
す
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
の
拠
点
に
な
る
な
ど
、

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の
取
り
組
み
の

拠
点
と
し
て
格
好
の
存
在
と
い
え

る
。
経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、
Ｅ

Ｖ
充
電
器
を
設
置
し
て
い
る
道
の

駅
は
、
全
国
１
１
３
４
駅
（
２
０

１
８
年
３
月
現
在
）
の
う
ち
、
約

７
３
０
駅
に
も
増
え
て
い
る
。

　
地
産
地
消
が
地
球
温
暖
化
対
策

に
有
効
な
の
は
、
食
材
の
輸
送
に

か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
改
善

さ
れ
る
た
め
だ
。
遠
方
の
食
材
を

運
ぶ
に
は
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ

た
長
距
離
輸
送
が
欠
か
せ
ず
、
Ｃ

Ｏ
２

が
多
く
排
出
さ
れ
る
。
地
産

地
消
は
地
元
の
食
材
を
利
用
す
る

の
で
、
輸
送
に
か
か
る
Ｃ
Ｏ
２

を

抑
え
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
な
が
る
。

　
自
治
体
が
設
置
す
る
公
的
施
設

で
あ
る
道
の
駅
に
は
、
ク
ー
ル
チ

ョ
イ
ス
の
工
夫
や
知
恵
が
詰
ま
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
は
、
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の
啓

蒙
、
啓
発
の
場
と
し
て
う
っ
て
つ

け
と
い
え
る
。

Ｒ 290 とちお
佐藤昭駅長

　栃尾名物「あぶらげ」の揚げたてが

新潟県長岡市栃尾宮沢 1764
国道 290 号　TEL.0258-77-0100

味わえる道の駅。長さ 20 ㌢幅 8 ㌢厚さ 3 ㌢のジャ
ンボサイズあぶらげ ( 油揚げ ) は、外はパリッ、
中はふんわりです。６月第２日曜日、道の駅開催
のとちお自慢市では、畳一畳もある巨大あぶらげ
を作製し約 1000 人のお客様にふるまわれます。

もみじ川温泉
武市卓之支配人

　あじさいダム湖沿いにある道の駅。

徳島県那賀町大久保西納野 4-7
国道 195 号　TEL.0884-62-1171

宿泊施設、レストラン、物産館も併設しています。
レストランでは、那賀川の清流で育ったアメゴ
の塩焼き、近くの川口ダムをイメージしたジビ
エ・ダムカレー等を提供中です。お食事をしな
がらダム湖を眺めておくつろぎください。

月見の里南濃
加藤敏和駅長

　多目的森林区域「月見の森」の麓に

岐阜県海津市南濃町羽沢 673-1
国道 258 号　TEL.0584-58-0258

ある県内最大級を誇る道の駅です。新鮮野菜が豊
富な農産物直売所やレストランのほか、南濃温
泉「水晶の湯」と同じ源泉を利用した足湯（無料）
なども併設されています。地元特産である南濃み
かんを使ったグルメや加工品が名物で大人気。

６３３美の里
尾﨑立也店長兼駅長

　愛媛～高知の中間点にあり、交差する

高知県いの町上八川甲 1160-2
国道 194 号 /439 号  TEL.088-850-5300

国道の号数を合わせると６３３。開業当時の吾北村
輪郭がむささびに見え、「夢に大きく飛躍」の想い
で命名しました。小さくてもオーソドックスな駅を
心がけ、特に産直野菜は顧客・地元志向が高い名品
珍品揃い。食堂＆スイーツ店も充実しております。

一本松展望園
山崎素司支配人

　展望台から望む瀬戸内の多島美はま

岡山県瀬戸内市邑久町尻海 3539
岡山ブルーライン　TEL.0869-25-0891

さに絶景！ 「朝日百選」に選ばれた当地の初日の
出スポットにもなっています。石炭を焚いて走る
本格ミニＳＬや、サイクルカーなど遊具が充実し
た「ミニ鉄道公園」をはじめレストラン、ＪＡ直
売所など、ご家族で楽しんでいただけます。

ひだ朝日村
山本大輔駅長

　飛騨高山中心部より南東約 20 ㌔㍍に

岐阜県高山市朝日町万石 150
国道 361 号　TEL.0577-55-3777

位置し、地域の交流拠点となっている道の駅です。
特産品の元祖飛騨よもぎうどんは、地元で春一番
に採れた良質のよもぎのみを使用したおすすめ商
品です。その他にもよもぎカレ－・よもぎ焼酎等
があり、よもぎ好きの方に大変喜ばれています。
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経
済
と
い
う
言
葉
は
、
経
世
済

民
、
つ
ま
り｢

世
を
治
め
、
民

の
苦
し
み
を
救
う
こ
と
」
か
ら
来

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
学

は
、
そ
の
た
め
の
原
理
や
方
法
を

探
求
す
る
学
問
な
の
で
す
が
、
こ

の
20
年
間
の
日
本
経
済
の
実
態
を

見
る
と
、
日
本
の
経
済
学
は
正
し

く
機
能
し
て
き
た
の
か
疑
わ
し
い

の
で
す
。　

残
念
な
こ
と
に
、
世
界
の
す
べ

て
の
国
の
な
か
で
、
こ
の
間
ま
っ

た
く
経
済
成
長
し
な
か
っ
た
国
は

日
本
だ
け
な
の
で
す
。そ
の
た
め
、

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
で
の
シ
ェ
ア

は
、１
９
９
５
年
の
約
18
％
か
ら
、

直
近
で
は
わ
ず
か
約
６
％
に
転
落

し
て
し
ま
い
、
中
国
が
こ
の
間
２

％
か
ら
15
％
に
シ
ェ
ア
を
上
げ
て

き
た
の
と
ま
っ
た
く
対
照
的
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
経
済
で
し
か
世
界
に
貢
献
で
き

な
い
わ
が
国
は
、
経
済
力
の
大
き

さ
は
、
そ
の
ま
ま
世
界
で
の
発
言

力
の
強
さ
や
、
存
在
感
な
の
で
す

が
、
そ
れ
が
わ
ず
か
20
年
で
３
分

の
１
に
ま
で
低
下
し
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
20
年
間
、
ず
っ
と

デ
フ
レ
が
続
い
て
き
ま
し
た
か

ら
、
国
民
の
貧
困
化
も
進
行
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
間
に
家
計

の
収
入
は
年
間
１
２
０
〜
１
４
０

万
円
も
低
下
し

ま
し
た
。　

こ
の
た
め
、

家
庭
の
主
婦
が
働
き
に
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
20
年

前
に
は
、
専
業
主
婦
と
働
い
て
い

る
主
婦
の
数
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た

の
で
す
が
、
今
日
で
は
働
く
主
婦

は
１
１
０
０
万
人
を
超
え
、
専
業

主
婦
の
２
倍
近
く
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

パ
ー
ト
や
派
遣
と
い
っ
た
非
正
規

雇
用
者
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
の
で

し
た
。　

最
近
、
ユ
ニ
セ
フ
は
児
童
の
貧

困
化
に
つ
い
て
、
日
本
に
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実

態
を
見
て
い
る
と
、
日
本
は
貧
困

化
途
上
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
経
済
学
は
、
こ
れ
に
対

し
て
有
効
な
手
段
を
提
案
し
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
の
経
済

成
長
策
や
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱

却
策
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

 

日
本
が
貧
困
化
途
上
国
に

10

答
、
以
下
同
じ
）、
清
掃
（
52
）、

建
物
・
施
設
等
の
保
全
・
維
持
管

理
（
19
）
な
ど
ソ
フ
ト
面
が
主
で
、

案
内
看
板
の
設
置
（
27
）、
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
（
15
）
な
ど

ハ
ー
ド
面
は
少
な
い
。

　

「
地
域
活
性
化
」
分
野
で
は
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
（
70
）
が
多
い
が
、

地
域
資
源
の
調
査
（
25
）、
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
企
画
・
販
売（
18
）、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
会
議
・
研
修
会

等
の
開
催
・
参
加
（
16
）
な
ど
、

ル
ー
ト
の
特
色
を
生
か
し
た
収
益

事
業
も
含
め
、
積
極
的
な
取
り
組

み
が
目
立
つ
。

　

「
観
光
振
興
」
で
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成（
75
）、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
48
）、
Ｈ
Ｐ

作
成
・
運
営
（
28
）、
観
光
ガ
イ

ド
の
育
成
・
導
入
（
18
）
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
活
動
は
か
な
り
熱
心
だ
。

　
半
面
、
約
７
割
が
観
光
協
会
と

の
連
携
実
績
が
な
か
っ
た
。
ま

た
、
中
心
的
役
割
を
担
う
年
齢
層

の
「
60
代
以
上
」
が
平
成
28
年
度

は
８
割
を
超
え
、
主
体
的
な
活
動

人
数
も
「
10
人
ま
で
」
が
半
数
と
、

高
齢
・
少
人
数
傾
向
に
あ
り
、
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
「
頻
度
を
減

ら
す
」
と
い
う
回
答
が
15
％
あ
る

こ
と
な
ど
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。　

一
方
、
無
電
柱
化
推
進
法
、
地

方
創
生
を
進
め
る
「
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
法
」、
全
国
モ
デ

ル
「
道
の
駅
」・
重
点
「
道
の
駅
」

制
度
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

に
外
国
人
観
光
客
４
０
０
０
万
人

達
成
、
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
形

成
計
画
な
ど
、
風
景
街
道
と
関
連

す
る
政
策
も
近
年
相
次
い
で
い
る

こ
と
が
議
題
に
上
っ
た
。

　
こ
の
た
め
懇
談
会
で
は
、
市
民

レ
ベ
ル
の
活
動
だ
け
で
ハ
ー
ド
面

の
整
備
を
進
め
る
の
は
限
界
が
あ

る
、
と
行
政
の
関
与
強
化
を
求
め

る
地
域
の
声
も
多
い
こ
と
や
、「
美

し
い
国
土
景
観
の
形
成
」
な
ど
、

三
つ
の
活
動
分
野
を
有
機
的
に
つ

な
ぐ
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
課
題
だ
と
し
て
、
風
景
街
道

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
盛

り
上
げ
て
い
く
か
を
、
早
急
に
検

討
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　
風
景
街
道
は
、
道
路
と
沿
道
や

周
辺
地
域
を
舞
台
に
、
市
町
村
、

商
工
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
地
域

ぐ
る
み
で
協
働
し
、
景
観
、
自
然
、

歴
史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
や

個
性
を
生
か
し
た
、
美
し
い
国
土

景
観
を
つ
く
り
、
地
域
活
性
化
や

観
光
振
興
を
推
進
す
る
活
動
だ
。

　
ア
メ
リ
カ
で
活
発
な
「
シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
」
を
手
本
に
、

北
海
道
の
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
で

　

「
日
本
風
景
街
道
」
の
活
動

の
さ
ら
な
る
活
性
化
策
を
検

討
す
る
有
識
者
懇
談
会
（
委

員
長
・
石
田
東
生
筑
波
大
学

名
誉
教
授
）
が
こ
の
ほ
ど
、

国
土
交
通
省
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
夏
に
打
ち
出
さ
れ
る

予
定
の
新
た
な
理
念
や
方
針

に
、
関
係
者
の
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
第
２
ス
テ
ー

ジ
へ
入
っ
て
な
お
進
化
す
る

「
道
の
駅
」と
の
連
携
強
化
も
、

大
き
な
検
討
課
題
と
さ
れ
て

い
る
。

「
日
本
風
景
街
道
」
有
識
者
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト

宍道湖の夕日を楽しむオープンカフェで地域
活性化に取り組む（人間文化の原風景～ご縁
をつなぐ神仏の通ひ路ルート＝島根県）

園児も菜の花の種まきに参加し、美
しい景観の形成に取り組む（渥美半
島菜の花浪漫街道ルート＝愛知県）

今
夏
に
新
た
な
理
念
や
方
針

取
り
入
れ
た
同
様
の
試
み
が
好
評

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
識
者
に
よ

る｢

日
本
風
景
街
道
戦
略
会
議｣

(

委
員
長
・
奥
田
碩
日
本
経
団
連

名
誉
会
長) 

を
国
交
省
が
設
け
、

同
会
議
が
平
成
19
年
、
国
内
で
の

制
度
化
を
提
言
。
同
年
９
月
か
ら

全
国
93
ル
ー
ト
で
活
動
を
開
始

し
、
現
在
、
１
４
１
ル
ー
ト
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　
同
省
が
今
回
、
改
め
て
有
識
者

懇
談
会
を
設
け
た
の
は
、
制
度
化

か
ら
10
年
間
経
っ
て
社
会
の
動
向

も
い
ろ
い
ろ
変
化
し
、
関
連
政
策

も
動
き
出
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
成
果
や
課
題
な
ど
を

検
討
し
、
今
後
の
望
ま
し
い
あ
り

方
を
探
る
の
が
目
的
だ
。

　
活
動
団
体
（
風
景
街
道
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
基
づ
く
同
省
の
説
明
に
よ

る
と
、「
美
し
い
国
土
景
観
の
形

成
」
の
活
動
分
野
で
は
植
栽
・
花

植
（
活
動
実
施
57
団
体
。
複
数
回

サラブレッドロード新冠
中川太一物産館店長

　名馬ハイセイコーの馬像、優駿の塔

北海道新冠町中央町 1-20
国道 235 号　TEL.0146-45-7070

が目印。競走馬の生産が盛んで、サラブレッドに
ちなんだグッズや土産品が豊富です。町の特産で
あるピーマンを使用したソフトクリームが最近の
話題。隣接の「レ・コード館」では全国から寄贈
された約 100 万枚のレコードが視聴できます。

やよい
中西康介駅長

　九州屈指の清流番匠川と国道が出合

大分県佐伯市弥生上小倉 898-1
国道 10 号　 TEL.0972-46-5951

う場所に位置し、東九州自動車道佐伯ＩＣ から
は約７分。新鮮な野菜や土産物を売る物産館、温
浴施設に加え、番匠川の自然環境を再現した淡水
魚水族館「番匠おさかな館」が自慢です。遊具が
揃った公園でのんびり１日過ごしてみませんか。

びんご府中
廣本稔駅長

　特産「府中味噌」を使った「府中み

広島県府中市府川町 230-1
国道 486 号　TEL.0847-54-2300

そラーメン」や「味噌スイーツ」、農家直送の新
鮮野菜が自慢です。店内のテーブル・椅子も特産
の「府中家具」を使用し、おちつける雰囲気。Ｂ
級グルメ「府中焼き（お好み焼き）」のお店も、
ご案内いたします。お気軽にお尋ねください！

HYBRIDGE CARDHYBRIDGE CARDHYBRIDGE CARD ハイブリッジカード
　 一 般 社 団 法 人 日 本 橋 梁 建 設 協 会 が 作 っ た 橋 カ ー ド

「HYBRIDGE CARD（ハイブリッジカード）」が人気を集
めている。47 都道府県からセレクトした「橋の写真カー
ド」にトランプとカルタのマルチ機能を持たせ、名称は

「HYBRID（ハイブリ
ッ ド ）」 と「BRIDGE

（ブリッジ）」を掛け
合わせた。
　トランプはジョー

カーをアイアンブリッジとした 53 枚を使い、カルタはそ
の橋の特徴・データを記載した「読み札」と写真カードの「取
り札」を使う。子供から大人の「橋マニア」まで幅広い層
の人たちに「鋼橋の魅力」をＰＲする狙いで、まさに学ん
で遊べるカードとなっている。
　同協会は今後、主催する小学生向け現場見学会、大学生
向けの出前講座、橋梁模型コンテスト等のイベントで参加
者に配布する。一定数以上まとまった希望があれば、販売
もする。詳細は下記の同協会ホームページをご覧ください。

【ハイブリッジカードの使い方】
■橋カードで学ぶ
取り札は全国 47 都道府県からセレク卜さ
れた「橋の写真カード」。読み札はその橋
の特徴・データ満載の「橋のデータカード」。

■トランプとして遊ぶ
「取り札」を全て使います。（52 枚 + ジョ

ー力一）

■カルタとして遊ぶ
「 あ ～ わ 」 ま で の「 取 り 札 」 と「 読 み 札 」

を使います。
（♡６～♡Ｋは使用しません）

2018 年（平成 30 年）４月 第 52 号

■全国植樹祭、福島県の津波被災地で

　森林や緑化に対する国民的理解を深めるため両陛下が
ご臨席して毎年開催されている「全国植樹祭」第 69 回
大会は今年 6 月 10 日、東日本大震災の津波被害を受け
復興中の、福島県南相馬市の海岸防災林を会場にして行
われる。復興に向けて力強く歩み続ける県民らの姿と、
内外から寄せられた大きな支援に感謝する気持ちを広く
発信するのが狙いだ。1 万人以上が参加し、両陛下のお
手植え、お手まきのほか、参加者代表らによる記念植樹、
平成 29 年度学校関係緑化コンクールの優秀校表彰など
がある。

■＂植木のまち

＂

の道の駅でガーデンフェス

　昨年度オープンした新潟県三条市の道の駅「庭園の
郷 保内」（TEL.0256-38-7276  http://honai-gardens.
com/）は４月 27 日から 5 月 6 日まで、周辺の保内公
園・熱帯植物園、37 造園業者の実施するオープンガー
デンと連携して「保内ガーデンフェス 2018 春」を開催
する。日本 3 大植木生産地の一つとして江戸時代から
の伝統ある保内地区の緑化産業や緑の環境を生かした観
光・交流促進が目的。多彩な花苗をそろえた同駅庭園生
活館での寄せ植え体験、花や植木の特価販売のほか、公
園などでの樹齢 250 年の五葉松や、専門家解説付きオ
ープンガーデンめぐりなどが呼び物になっている。
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水
郷
潮
来
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
近
く
に
道
の
駅
「
い
た
こ
」
は

あ
る
。
開
設
か
ら
15
年
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
が
進
む
。
大
き
な
ガ
ラ
ス

の
四
角
錐
の
天
井
が
目
を
見
張
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
近
隣
の
婦
人

が
手
料
理
を
出
す
の
が
特
徴
だ
。

　
こ
の
地
域
は
政
府
の
方
針
で
八

郎
潟
と
同
じ
く
、
干
拓
に
よ
る
大

規
模
な
水
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。

関
東
き
っ
て
の
田
園
地
帯
で
、
早

場
米
も
有
名
だ
。

　
潮
来
は
か
つ
て
、
船
に
よ
る
交

易
で
栄
え
た
地
域
で
あ
っ
た
。
東

北
地
方
か
ら
の
物
産
は
、
太
平
洋

か
ら
北
浦
を
通
っ
て
潮
来
に
集
ま

り
、
こ
こ
で
小
型
の
船
に
乗
せ
替

え
、
利
根
川
ま
で
の
運
河
を
通
り
、

そ
こ
か
ら
江
戸
に
向
か
っ
た
の
だ
。

震
災
や
火
災
等
で
古
い
建
物
は
少

な
く
な
り
、
空
き
地
の
目
立
つ
街

道
だ
が
、
所
々
に
そ
の
面
影
が
み

え
る
。

　

「
こ
こ
は
農
業
基
盤
も
商
業
基

盤
も
し
っ
か
り
し
た
と
こ
ろ
で
す

ね
」と
地
元
住
民
に
問
い
か
け
た
。

「
商
業
は
見
る
影
も
な
い
で
す
よ
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
︑
日
本
の
象
徴
富

士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
︑

歴
史
や
文
化
が
道
路
を

介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
︒

商
工
会
の
会
員
も
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
」
と
の
答
え
。

　
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
商
業

基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と

は
、
目
に
見
え
る
商
品
が
多
い
こ

と
や
商
店
が
建
ち
並
ぶ
こ
と
で
は

な
い
。　

人
を
思
い
や
る
、約
束
を
守
る
、

物
を
大
切
に
扱
う
、
そ
う
し
た
精

神
が
人
々
の
間
に
染
み
こ
ん
で
い

る
の
だ
。
こ
れ
は
昨
日
今
日
、
真

似
し
て
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

数
百
年
続
く
生
活
習
慣
が
そ
れ
を

当
た
り
前
の
こ
と
に
し
て
、
何
の

意
識
も
な
く
自
然
に
言
葉
の
端
々

に
、
あ
る
い
は
何
気
な
い
動
作
や

振
る
舞
い
に
出
て
い
る
の
だ
。

　
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
、
思
い
や

道
の
駅
「
い
た
こ
」
…
風
景
街
道
「
い
た
こ
あ
や
め
花
街
道
」

アヤメの花と株を維持するた
め、昔ながらの作業着で切り花

アヤメは 3 年ごとに植え
替え、地力回復を図る。作
業には地域住民が参加する

特許第 5731048 号　専用実施権保有　特許第 5885874 号　専用実施権保有

オーキット株式会社

水郷の充足感を共有

次世代風力発電で地域貢献を！～熱い思いをつなぐ「風」のリレー～

小
濱
哲

き
っ
と
、
人
の
目
と
靴
を
見
て
、

そ
の
人
が
信
用
で
き
る
か
ど
う
か

瞬
時
に
判
断
す
る
特
技
を
養
っ
て

き
た
に
違
い
な
い
。

　
地
域
で
は
ア
ヤ
メ
園
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
た
。
年
間
の
維
持
経
費

が
４
０
０
０
万
円
以
上
か
か
る
と

い
う
。「
安
い
も
ん
じ
ゃ
」
と
言

い
切
る
古
老
。
人
さ
え
集
ま
っ
て

く
れ
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
あ

る
。そ
れ
が
た
と
え
10
年
先
で
も
、

絶
対
に
機
会
を
見
逃
さ
な
い
と
い

う
自
信
と
、
そ
の
た
め
の
行
動
力

を
感
じ
た
。

　
だ
か
ら
「
目
先
の
利
益
に
惑
わ

さ
れ
る
な
。
商
売
に
は
我
慢
が
つ

き
も
の
な
の
だ
」
と
言
い
た
か
っ

た
の
だ
と
思
っ
た
。

　
地
域
の
中
で
、
草
刈
り
や
清
掃

な
ど
地
道
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
々
は
輝
い
て
い
る
。
観
光
に
来

る
人
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
の
生
活
の
場
を
良
く
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。

　
新
し
い
地
域
の
魅
力
づ
く
り

は
、
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
既
に
あ
る
人
々
の

活
動
に
観
光
的
な
付
加
価
値
を
見

い
だ
し
、
そ
れ
を
告
知
し
誘
導
し

て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　
地
域
の
人
々
が
自
分
の
生
活
の

中
で
快
適
性
や
利
便
性
を
高
め
よ

う
と
す
る
活
動
に
参
画
し
、
共
に

汗
を
流
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
充
足

感
を
共
有
す
る
。
自
分
た
ち
の
郷

土
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
活

動
そ
の
も
の
が
観
光
資
源
に
も
な

る
。

　
潮
来
に
は
、
そ
ん
な
日
常
的
な

活
動
が
潜
在
し
て
い
る
。
道
の
駅

「
い
た
こ
」
は
、
風
景
街
道
「
い

た
こ
あ
や
め
花
街
道
」
ル
ー
ト
の

近
く
に
あ
る
。

　
風
力
発
電
に
は
「
水
平
軸
型
」
と
「
垂
直
軸
型
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
海
沿
い
の
道
や
山
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
て
、
急

に
視
界
が
開
け
た
先
に
大
き
な
風
車
が
回
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
風
景
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
堂
々
と
立
つ
大
き
な
風
車
、
そ
れ
が
「
水
平
軸

型
」
で
す
。
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
こ
の
風
車
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
風
力
発
電
は
「
垂
直
軸
型
」

が
主
流
に
な
る
…
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
効
率
」
と
「
環
境
」。「
水
平
軸
型
」

は
強
い
風
が
吹
く
方
向
に
風
車
を
向
け
る
な
ど
、
立

地
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
又
、
構
造
か
ら
発
生
す
る

騒
音
が
気
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
住
宅
地
等

へ
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
「
垂
直
軸
型
」
は
微
風
で
も
発
電
が

可
能
で
、
建
築
物
の
屋
上
等
で
も
条
件
が
合
え
ば
後

か
ら
設
置
が
可
能
で
す
。
構
造
的
に
も
低

騒
音
で
、
住
宅
街
や
公
共
施
設
に
も
設
置

で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
日
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
い

え
ま
す
。　

オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
こ
の
「
垂

直
軸
型
」の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

彼
は
15
年
前
に
恩
師
と
二
人
で
、
不
可
能

と
い
わ
れ
た「
20
ｋ
ｗ
垂
直
軸
型
発
電
機
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を

経
て
、
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
た
っ

た
一
人
で
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
や
っ
と

製
品
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　
私
達
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
恩
師

か
ら
彼
に
渡
さ
れ
た
「
風
」
の
バ
ト
ン
を

受
取
り
、
世
界
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
研
究
開
発
を
世
に
羽

ば
た
か
せ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
今
度
は
私
達
が
頑
張
る
番
で
す
。

元
名
桜
大
学
大
学
院
教
授

り
は
、
言
葉
自
体
が
大
安
売
り
の

よ
う
に
氾
濫
し
、
意
味
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
商
人
だ
か
ら
こ
そ
気

づ
く
人
へ
の
思
い
や
り
や
目
配

り
。「
あ
れ
を
く
だ
さ
い
」
と
人

が
求
め
る
言
葉
を
発
す
る
前
に
、

魔
法
の
よ
う
に
現
れ
る
「
も
の
」。

そ
れ
が
水
で
あ
っ
た
り
団
扇
で
あ

っ
た
り
す
る
。

　
日
本
は
ユ
ダ
ヤ
や
ベ
ニ
ス
、
ア

ラ
ブ
や
イ
ン
ド
の
商
人
と
は
違

い
、
厳
格
な
商
業
主
義
に
加
え
て

義
理
人
情
が
入
る
。
何
で
も
紙
と

サ
イ
ン
で
し
か
信
用
し
な
い
（
で

き
な
い
）
世
界
で
は
な
く
、
基
本

的
に
性
善
説
だ
。
こ
こ
の
商
人
は

通潤橋
井手智行駅長

　日本最大級の石造アーチ水路橋で、

熊本県山都町下市 184-1
国道 218 号 /445 号　TEL.0967-72-4844

国指定重要文化財「通潤橋」の目の前にある道の
駅。土日祝日等には計画放水が見られます。物産
館では、地元の野菜、椎茸や筍の乾物、特産品の
矢部茶やゆず加工品等が販売されています。また、
矢部茶を使ったソフトクリームもおすすめです。

忠類
小竹淳店長

　十勝ブランドの小麦を使用した「プ

北海道幕別町忠類白銀町 384-12
国道 236 号　TEL.01558-8-3236

レミアム食パン」や地元特産のゆり根を使った「ゆ
り根入りあんぱん」は、売り切れ必至の人気商品
です。ゆり根のシュークリームやコロッケ、どろ
豚のメンチカツやハンバーガーなどもございま
す。南十勝の観光情報も発信しています。

燕三条地場産センター
藤澤浩一駅長

　伊勢神宮の遷宮に欠かせない「和釘」

新潟県三条市須頃 1-17
市道燕三条停車場線　TEL.0256-32-2311

を今でも唯一生産している「ものづくりのまち・
燕三条」のほぼ中央に位置する駅です。レスト
ランでお食事のお客様はお好みのカトラリーを選
べ、物産館でも匠の技が創り上げた洋食器や刃物
など 1 万点を超える品揃えを誇っています。
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中
国
が
黄
海
・
東
シ
ナ
海
・
南

シ
ナ
海
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
抜
け
る

海
域
を
封
鎖
す
る
可
能
性
は
、
想

定
外
と
片
付
け
て
良
い
の
だ
ろ
う

か
。

　
平
和
憲
法
が
あ
れ
ば
海
上
封
鎖

さ
れ
て
も
元
寇
の
よ
う
に
神
風
が

吹
く
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
は
経
済

封
鎖
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
な
か

で
食
料
自
給
率
は
40
％
を
切
っ
て

い
る
が
、
経
済
封
鎖
さ
れ
た
場
合

を
想
定
し
て
み
よ
う
。

　
日
本
は
戦
後
、
化
学
肥
料
や
農

薬
を
使
っ
た
近
代
農
業
に
転
換
し

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.routepress21st.jp）
からも回答できます。締
切 は 平 成 30 年 ６ 月 30 日

（土）。宛先は、〒 1020075
東京都千代田区三番町７－
１朝日三番町プラザ　ＮＰ
Ｏ法人 人と道研究会

ご回答方法

人
生
き
残
れ
る
か
？

　
難
民
対
応

ま
で
考
え
た
場
合
、
餓
死
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
憲
法
は
国
民
の
生
命
と
健
康
と

財
産
を
守
る
た
め
に
存
在
し
、
国

民
は
憲
法
に
よ
っ
て
国
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
現
在

の
憲
法
改
正
で
は
有
事
の
際
の
自

衛
隊
の
こ
と
だ
け
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
本
当
の
有
事
対
応
と
は

軍
備
と
食
糧
を
セ
ッ
ト
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
有
事
対
応
の
中
に
は
戦
争
だ
け

で
な
く
災
害
も
含
ま
れ
る
が
、
わ

が
国
に
は
ス
イ
ス
の
国
土
利
用
の

よ
う
に
農
地
の
有
事
対
応
に
つ
い

て
の
議
論
は
な
い
。
40
万
㌶
の
耕

「未知の世界」への誘いを！

青木辰司氏東洋大学教授

　
都
市
と
農
村
の
対
等
で
互
酬
的
な

双
方
的
関
係
を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
日
本
で
政
策
が
開
始

し
て
四
半
世
紀
が
た
ち
、
新
た
な
可

能
性
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
農
泊
」（
農
村
民
泊
）。
豊

か
な
農
村
の
魅
力
を
体
感
す
る
滞
在

型
の
旅
行
の
展
開
で
あ
る
。

　
そ
の
背
景
に
政
府
の
強
力
な
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
支
援
政
策
が
あ
る
。今
後
、

全
国
５
０
０
地
区
で
農
泊
の
事
業
が

展
開
さ
れ
、
外
国
人
旅
行
者
を
地
方

に
誘
致
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
英
国
の
田
園
地
域
の
魅
力
に
取
り

つ
か
れ
て
30
年
。
英
国
人
の
多
く
は

日
本
を
「
極
東
の
国
」
と
し
て
遠
い

存
在
と
し
て
と
ら
え
、
日
本
の
文
化

や
日
本
人
の
価
値
観
へ
の
認
識
は
高

く
な
い
。
そ
う
し
た
欧
米
を
は
じ
め

と
す
る
諸
外
国
か
ら
の
旅
行
者
を
、

東
京
や
京
都
、
富
士
山
へ
の
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
以
外
の
地
域
へ
の

誘
致
に
関
す
る
知
恵
が
問
わ
れ
る
。

　
今
年
２
月
に
は
一
般
社
団
法
人
日

本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会
が
設
立
さ

れ
、
筆
者
も
品
質
評
価
支
援
研
究
所

長
と
し
て
、
確
か
な
農
泊
の
普
及

に
努
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
司
馬
遼
太
郎
は
熊
本
県
人
吉
地

方
を
、「
日
本
で
最
も
豊
か
な
隠

れ
里
」
と
称
し
た
。

　
道
の
駅
は
、
こ
う
し
た
「
未
知

の
世
界
」
へ
の
道
標
と
し
て
の
意

義
を
有
す
る
。
奥
深
い
日
本
の
地

方
文
化
、
そ
の
文
化
を
育
み
つ
な

13

作
放
棄
地
に
対
す
る
有
事
対
応
の

議
論
も
無
く
、
地
域
環
境
保
全
を

前
提
と
し
た
農
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
国
民
的
議
論
は
無
い
。

　
憲
法
改
正
で
自
衛
隊
の
存
在
を

明
記
し
て
国
民
の
認
識
を
新
た
に

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
に
食
糧

を
生
産
し
地
域
の
環
境
を
保
全
す

る
農
業
と
農
家
の
存
在
を
憲
法
に

明
記
し
、
国
民
の
認
識
を
新
た
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
民
の
生
命
を
守
れ
な
い
国
家

は
存
在
出
来
な
い
し
、
そ
の
時
に

日
本
人
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（
民
族

と
し
て
の
出
身
国
や
地
域
を
離
れ

て
生
活
を
送
る
集
団
）
と
な
る
運

命
が
待
っ
て
い
る
。

自
給
率
40
％
弱
て
米
の
生
産
数
量
は
飛
躍
的
に
増

加
し
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
と
同

様
に
近
代
農
法
に
必
要
な
資
材
や

燃
料
が
経
済
封
鎖
で
輸
入
で
き
な

く
な
れ
ば
ど
う
な
る
か
。

　
肥
料
や
農
薬
が
無
い
場
合
の
米

の
生
産
は
自
然
農
法
に
な
り
、
江

戸
時
代
の
生
産
数
量
で
あ
る
１
反

当
り
２
石
弱
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
（
太
閤
検
地
の
時
代
は
１
反
当

り
１
石
） 

。
現
在
の
平
均
的
生
産

数
量
１
反
当
り
６
石
の
３
分
の
１

に
な
っ
て
し
ま
う
。
現
在
の
米
の

生
産
数
量
１
０
０
０
万
㌧
が
３
０

０
万
㌧
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

意
味
す
る
。

　
こ
の
想
定
数
量
で
日
本
人
は
何

い
で
き
た
人
々
と
の
交
流
を
重

ね
、
心
と
心
の
交
流
を
深
め
る
。

そ
う
し
た
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役

目
こ
そ
、
道
の
駅
の
大
き
な
価
値

と
い
え
る
。

　
確
か
な
情
報
発
信
に
よ
っ
て
、

感
動
交
流
が
創
造
さ
れ
る
公
共
施

設
と
し
て
の
意
義
を
、
多
く
の
道

の
駅
で
体
現
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
◇

日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会

　
日
本
の
地
方
を
元
気
に
し
よ
う

と
す
る
全
国
の
関
係
組
織
・
団
体

の
力
を
結
集
し
、
農
林
水
産
省
の

掲
げ
る
「
農
泊
」
お
よ
び
「
フ
ァ

ー
ム
ス
テ
イ
」
を
営
む
事
業
者

の
支
援
を
通
し
て
、
旅
行
者
が

繰
り
返
し
訪
れ
た
く
な
る
地
域

の
魅
力
を
創
り
出
し
、
そ
の
品

質
向
上
・
維
持
・
情
報
発
信
に

よ
っ
て
、
国
際
水
準
に
合
致
し

た
「C

ountryside Stay 

市
場
」

を
確
立
す
る
こ
と
で
、
日
本
国
内

に
お
け
る
農
山
漁
村
の
所
得
向

上
、
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま

す
。（
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

「道の駅」の情報取得に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．「道の駅」の情報を取得する際、最も活用している情報媒体は？

該当するものを１つ選択するとともに、その理由をお聞かせください。

①「道の駅」連絡会ＨＰ 　② 国土交通省ＨＰ　　③ 個別道の駅ＨＰ

④ テ レ ビ　 ⑤ 書 籍・ 雑 誌　 ⑥ 広 告・ チ ラ シ　 ⑦ Ｓ Ｎ Ｓ

(twitter,facebook 等 )　⑧ 道の駅関連携帯アプリ　⑨ その他

（⑨を選択した場合は、その回答の理由も記入して下さい）

Ｑ２．Ｑ１で最も活用していると回答した情報媒体を活用して、「道

の駅」の情報を取得する際の目的についてお聞かせ下さい。

① 位置・アクセス情報の把握 ② 地域情報の把握　

 ③ イベント情報の把握  ④ 観光・体験情報の把握

⑤ 施設情報の把握  ⑥ 特産品の把握

⑦ 駐車場施設情報 ( 急速充電器、車中泊者用駐車場の有無等 ) の把握

⑧ その他

Ｑ３．Ｑ１で最も活用していると回答した情報媒体について、良い点

をお聞かせ下さい。

Ｑ４．Ｑ１で最も活用していると回答した情報媒体について「道の駅」

の情報を取得する際に不便に感じていることがありましたら、その内

容をお聞かせ下さい。

Ｑ５．Ｑ１で最も活用していると回答した情報媒体について、情報取

得やその他「新たにこんなことが出来たら良いな」と思うものがあり

ましたら、ご意見をお聞かせ下さい。

（Ｑ６　今回この新聞を入手した「道の駅」を教えて下さい。

　ａ）　（ 　　　　　）都、道、府、県　　ｂ）　（駅名　　　　　）

Ｑ７　この道の駅を訪れたのは、今回で何回目ですか？

　①今回初めて　　②　（　　　　）回目

Ｑ１： ①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨
⑨を選択した場合は、その回答の理由も記入して下さい）

（ ）
Ｑ２： ①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
Ｑ３

（ ）
Ｑ４

（ ）
Ｑ５

（ ）
Ｑ６　　ａ）　（ 　　　　　　）都、道、府、県
　　　　ｂ）　（駅名　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ７　　①　　　②（　　　　　）回目
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

（ ）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
︑
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
︑
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
︑
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
︒
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
︑
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
︒
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︒
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
︒

たいら
野原武次駅長

　大自然につつまれた駅周辺には、世

富山県南砺市東中江 215
国道 156 号　TEL.0763-66-2223

界遺産の五箇山合掌造り集落をはじめ、歴史ある
合掌造り家屋や数々の温泉施設がある。食事は、
山菜や固豆腐、岩魚など地元産食材を使った料理
が人気。五箇山和紙の手すき体験は誰もが夢中に
なる楽しさで、伝統文化を体感できます。

川のみなと長井
黒田正義駅長

　長井は最上川舟運文化の起点で、駅建

山形県長井市東町 2-50
国道 287 号   TEL.0238-87-1121

物は今も一部に残る豪商の蔵をイメージしました。
観光案内所は３６５日対応し、無料で乗れる循環観
光バスや電動自転車の無料レンタルも。地域の農産
物をフルに活用したフードコーナーが好評で、農産
物・お土産品の販売も豊富に取り揃えています。

おがわら湖
蛯名定光駅長

　小川原湖の玄関口にあり、地元特産

青森県東北町上野南谷地 122
県道 8 号　 TEL. 0176-58-1122

の長芋、にんにくなどの野菜が大好評で、手造
りの惣菜や漬物も豊富です。小川原湖特産の大
和しじみは通年販売、ワカサギ、シラウオ、モ
クズガニは期間限定販売ですが、それらを加工
した佃煮や缶詰はお土産として人気が高いです。

東
洋
大
学
の
学
生
と
調
査
活
動

す
る
青
木
辰
司
教
授
（
中
央
）

2018 年（平成 30 年）４月第 52 号

！

　
３
・
11
か
ら
７
年
が
経
過
、
風

化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
三
陸
沿
岸
都
市
会
議
は
、
７
市

（
八
戸
市
、
久
慈
市
、
宮
古
市
、

釜
石
市
、
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田

市
、
気
仙
沼
市
）
の
持
続
的
発
展

に
必
要
不
可
欠
な
リ
ア
ス
・
ハ
イ

ウ
ェ
イ
の
早
期
実
現
大
会
を
昭
和

58
年
か
ら
持
ち
回
り
で
開
催
、
３

・
11
以
降
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
久
慈
市
で
の
35
回
記
念

大
会
に
出
席
、「
命
の
道
」
で
あ

る
リ
ア
ス
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
早
期

完
成
と
そ
の
活
用
を
期
待
し
、
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
復
興
道
路
「
三
陸
沿
岸
道
路
」

は
、
東
北
地
方
整
備
局
が
中
心
と

な
り
、
他
地
方
整
備
局
職
員
及
び

民
間
の
支
援
を
受
け
復
興
・
創
生

期
間
内
完
成
目
途
に
鋭
意
事
業
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
仙
沼
人
力
車
木
遣
会
は
、
32

年
に
亘
り
さ
ま
ざ
ま
な
式
典
に
人

力
車
や
木
遣
り
を
披
露
す
る
な
ど

の
地
道
な
活
動
を
継
続
、
先
述
の

久
慈
市
大
会
に
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
沿
岸
７
市
の
市
民
レ
ベ
ル
の

絆
、
連
携
の
強
さ
を
痛
感
す
る
と

共
に
東
北
人
の
粘
り
強
い
行
動
力

に
打
た
れ
ま
す
。
平
成
８
年
８
月

に
は
、
三
陸
縦
貫
道
路
早
期
完
成

の
悲
願
を
訴
え
る
た
め
、
沿
線
２

市
５
町
と
連
携
、
気
仙
沼
か
ら
仙

台
の
東
北
地
方
建
設
局
（
現
整
備

局
）
ま
で
の
１
５
０
㌔
を
人
力
車

で
５
日
間
駆
け
抜
け
る
と
い
う
粋

な
行
動
力
も
想
起
さ
れ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ

ト
も
、
高
校
生
を
主
体
に
国
道
６

号
の
清
掃
や
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
地
道
な
活
動
を
10
数
年
継
続
し

て
い
ま
す
。
３
・
11
に
め
げ
ず
30

年
後
の
故
郷
に
桜
並
木
を
残
そ
う

と
発
意
、〝
ふ
く
し
ま
浜
街
道
・

桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
活
動
を
新
展

開
、
そ
の
維
持
管
理
等
の
た
め
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
４
月

13
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

支
援
を
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
（
検

索
は
「
復
興
桜
２
万
本
」
で
）。

　
斯
様
な
草
の
根
的
活
動
を
支

援
、
時
空
間
を
越
え
た
絆
、
連
携

を
強
化
し
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト

へ
、
安
全
で
良
好
な
住
生
活
環
境

と
な
り
、
復
興
・
創
生
さ
れ
ん
こ

と
を
祈
念
し
た
い
。

37

復
興
続
く
３
・
11
か
ら
７
年
の
東
北

　
憲
法
改
正
論
議
が
本
格
的
に
始

ま
っ
て
い
る
が
、
お
か
し
な
こ
と

が
あ
る
。
憲
法
改
正
は
知
性
と
理

性
に
基
づ
い
て
議
論
す
る
も
の
と

思
う
が
、
感
情
に
基
づ
い
た
問
題

提
議
が
さ
れ
て
い
る
。「
現
憲
法

は
占
領
軍
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
か

ら
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
提
議
は
、
現
憲
法
の
内
容

に
つ
い
て
の
提
議
で
は
な
い
。
憲

法
を
作
っ
た
人
間
が
誰
で
あ
れ
、

内
容
が
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
な
ら

憲
法
と
し
て
機
能
す
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
は
「
安

あ
る
。
い
く
ら
立
派
な
軍
備
を
し

て
も
食
糧
の
補
給
が
途
絶
え
た
軍

隊
は
勝
利
で
き
な
い
。
先
の
大
戦

で
も
兵
士
の
死
亡
原
因
の
大
半
が

餓
死
だ
っ
た
。
国
内
周
辺
が
戦
場

と
な
る
個
別
的
自
衛
戦
争
よ
り
、

海
外
が
戦
場
と
な
る
集
団
的
自
衛

戦
争
に
お
い
て
、
食
糧
問
題
は
勝

敗
の
決
定
的
要
因
と
な
る
。

　
朝
鮮
半
島
有
事
の
場
合
に
は
自

衛
隊
の
食
糧
確
保
問
題
と
と
も

に
、
日
本
に
来
る
と
思
わ
れ
る
半

島
難
民
の
食
糧
確
保
が
大
き
な
問

題
と
な
る
。
ド
イ
ツ
は
難
民
を
80

万
人
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
日
本

の
場
合
は
何
人
に
な
る
か
分
か
ら

な
い
。
し
か
し
、
防
災
問
題
と
同

様
に
想
定
を
し
な
け
れ
ば
対
策
は

立
て
ら
れ
な
い
。

　
難
民
を
１
０
０
万
人
と
想
定
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
か
。
難
民
が

コ
メ
を
１
日
３
合
食
べ
る
と
仮
定

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
１
日
当
り
３
合
×
１
０
０
万
人

＝
３
０
０
万
合
＝
30
万
升
＝
3
万

斗
＝
３
０
０
０
石
。
３
０
０
０
石

を
㌔
㌘
換
算
す
る
と
３
０
０
０
石

×
１
５
０
㌔
＝
45
万
㌔
＝
４
５
０

㌧
。
１
日
当
り
難
民
全
体
で
４
５

０
㌧
必
要
と
な
り
、
年
間
で
は
16

万
５
０
０
０
㌧
と
な
る
。
現
在
の

日
本
の
食
料
備
蓄
は
１
０
０
万
㌧

な
の
で
、
難
民
想
定
が
１
０
０
万

人
な
ら
対
応
で
き
る
が
、
６
０
０

万
人
に
な
れ
ば
１
年
で
備
蓄
は
底

を
つ
い
て
し
ま
う
。

　
防
衛
問
題
と
食
糧
問
題
を
論
ず

る
時
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は

経
済
封
鎖
だ
。
北
朝
鮮
は
現
在
、

経
済
制
裁
で
肥
料
が
不
足
し
、
食

糧
生
産
が
停
滞
し
て
い
る
と
言
わ

れ
る
。
経
済
封
鎖
で
は
石
油
等
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
問
題
視
さ
れ
る

が
、
島
国
に
お
い
て
は
食
糧
が
一

番
切
実
な
問
題
だ
。

　
第
２
次
大
戦
で
は
イ
ギ
リ
ス

が
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
に
よ
っ
て

食
糧
輸
入
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

キ
ュ
ー
バ
は
ミ
サ
イ
ル
危
機
以

降
、
経
済
封
鎖
さ
れ
た
た
め
肥
料

の
輸
入
が
途
絶
え
た
。
化
学
肥
料

の
輸
入
が
途
絶
え
た
結
果
、
有
機

農
業
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
、
今
日
ま
で
来
て
い

る
。
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    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　

「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
は
、
広
義

に
は
単
に
商
品
の
標
章
・
銘
柄

・
商
標
だ
が
、
狭
義
に
は
品
質

が
高
い
と
認
知
さ
れ
た
商
品
等

の
名
称
を
指
す
。
品
質
の
「
お

約
束
」
と
も
言
え
る
。
国
交
省

の
登
録
を
受
け
る
こ
と
で
「
道

の
駅
」
の
名
称
使
用
が
可
能
と

な
る
が
、
狭
義
の
「
道
の
駅
ブ

ラ
ン
ド
」
が
約
束
す
る
優
れ
た

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
の
は
、
各
道
の
駅
の
役
割
と

な
る
。「
お
約
束
」
は
、
国
交

省
が
課
し
て
い
る
24
時
間
利
用

可
能
な
清
潔
な
ト
イ
レ
等
に
加

え
、
直
売
所
に
お
け
る
超
新
鮮

な
地
元
産
農
水
産
物
や
こ
れ
ら

を
使
っ
た
特
徴
あ
る
飲
食
サ
ー

ビ
ス
・
特
産
品
販
売
が
デ
フ
ァ

ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。
お
約
束

で
あ
る
以
上
、
例
外
は
極
力
排

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
お
客
様
か
ら
の
要

求
レ
ベ
ル
は
さ
ら
に
進
化
す

る
。
平
成
初
期
の
道
の
駅
発

足
当
初
で
あ
れ
ば
、「
水
洗
式

の
定
期
的
に
清
掃
さ
れ
る
ト
イ

レ
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
満
足
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
や
鉄
道

駅
・
列
車
内
や
高
速
道
路
の
Ｓ

Ａ
／
Ｐ
Ａ
の
ト
イ
レ
で
ア
ン
モ

ニ
ア
臭
を
感
じ
る
こ
と
は
珍
し

く
な
っ
た
。
高
い
レ
ベ
ル
で
の

清
掃
が
行
わ
れ
、
背
景
に
は
清

掃
知
識
や
洗
剤
の
進
化
が
あ

る
。
洗
浄
式
や
多
機
能
型
な
ど

の
最
新
式
の
設
備
に
加
え
、
高

水
準
の
清
掃
に
よ
り
、
ト
イ
レ

ら
し
く
な
い
超
清
潔
な
空
間
を

提
供
す
る
。
洗
剤
メ
ー
カ
ー
や

ト
イ
レ
設
備
メ
ー
カ
ー
の
無
料

セ
ミ
ナ
ー
を
利
用
す
る
と
、
最

新
の
技
術
情
報
を
入
手
で
き

る
。

　
福
島
県
の
新
駅
「
国
見
あ
つ

か
し
の
郷
」
で
は
、
平
日
は
日

に
５
回
、
休
日
は
清
掃
チ
ー
ム

が
連
続
作
業
で
ト
イ
レ
の
清
掃

に
あ
た
り
、
超
清
潔
な
状
態
を

維
持
し
て
い
る
＝
写
真
。
清
潔

な
ト
イ
レ
が
集
客
力
の
源
泉
の

一
つ
と
い
う
の
は
、
道
の
駅
の

制
度
発
足
当
初
か
ら
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
り
、25
年
経
っ
た
今
、

現
代
流
に
進
化
し
て
徹
底
さ
れ

て
い
た
。　

一
方
で
、
年
月
を
経
た
道
の

駅
で
、
時
代
に
合
わ
な
い
管
理

水
準
の
ト
イ
レ
が
稀
に
見
受
け

ら
れ
る
。
ト
イ
レ
の
管
理
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
道
の

駅
運
営
者
相
互
で
情
報
交
換
を

行
い
、
助
け
合
っ
て
、
ブ
ラ
ン

ド
の
お
客
様
へ
の
「
お
約
束
」

を
守
り
、
更
な
る
高
み
を
目
指

す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　

牧
哲
史
）

皆
で
高
め
る
「
道
の
駅
」
ブ
ラ
ン
ド

NPO 生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 防
衛
問
題
と
食
糧
問
題

８

倍
政
権
の
時
に
憲
法
改
正
す
る
の

は
反
対
」
と
い
う
世
論
調
査
の
結

果
だ
。
憲
法
改
正
は
時
の
総
理
大

臣
が
誰
で
あ
れ
、
改
正
の
必
要
が

あ
れ
ば
す
る
も
の
で
は
な
い
の

か
。
い
ず
れ
も
「
坊
主
憎
け
り
ゃ

袈
裟
ま
で
憎
い
」の
類
の
論
理
だ
。

　
防
衛
問
題
を
論
ず
る
時
に
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は
食
糧
問
題
で

コメの生産と消費
太閤検地前 太閤検地時 現在 経済封鎖時

１人１日消費量 ３合 ３合 １合 ３合
１人年間消費量 １石（1000 合）１石（1000 合）４斗（400 合） １石（1000 合）
１石生産必要面積 １反（360 坪） １反（300 坪） ４畝（100 坪） ４畝（100 坪）
水田面積 150 万町歩 200 万町歩 200 万町歩 250 万町歩
生産石高 1500 万石 2000 万石 6000 万石 7500 万石
扶養可能人口 1500 万人 2000 万人 ？ 7500 万人

コ
メ
の
計
量
マ
ス
と
精
米
機

しおのえ
赤松仁志店長

　県下唯一の温泉郷「塩江温泉」中心

香川県高松市塩江町安原上東 390-21
国道 193 号　TEL.087-893-1378

部にあります。物産館では地元ふじかわ牧場の
ソフトクリームが濃厚なのに後味サッパリと人気
で、産直コーナーは高冷地の新鮮野菜がいっぱい。
周辺では４月さくらまつり、６月ほたるまつり、
８月温泉まつり、11 月もみじまつりが見もの。

萩・さんさん三見
粟畑康一駅長

　萩市の西の玄関口、海と山の恵みが豊

山口県萩市三見 1028-2
国道 191 号 / 萩・三隅道路　TEL.0838-27-0041

富で、ビワ、柿、甘夏などの果物類が人気。６月
のビワ収穫祭は恒例の種飛ばし大会で賑わいます。
地元漁協女性部運営の食堂は新鮮な魚介や地域の
食材にこだわったメニューで、目前に島々の浮か
ぶ日本海を眺めながらの食事が最高です。

上天草さんぱーる
何川嘉一支配人

　天草諸島の玄関口である大矢野町の中

熊本県上天草市大矢野町中 11582-24
国道 266 号　TEL.0964-58-5600

心部に位置し、温暖な気候を活かして栽培された
野菜や柑橘をはじめ、特産品である花き類、早朝
に水揚げされた漁師直送の鮮魚類などを販売して
います。レストランでは、その新鮮な旬の魚をふ
んだんに使った海鮮丼を食べることができます。



2018 年（平成 30 年）４月 第 52 号

　
日
本
は
現
在
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
急
激
に
進

ん
で
お
り
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
喫
緊
の
課
題
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

道
の
駅
は
当
初
、「
休
憩
機
能
・
情
報
発
信
機
能

・
地
域
連
携
機
能
」
を
持
っ

た
道
路
施
設
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
最
近
で
は
さ
ら

に
「
防
災
機
能
、
観
光
機
能
、

交
通
結
節
点
、
地
域
福
祉
」

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
多
様
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
道
の
駅
で
は
「
観
光
や
物
産
振
興
を

通
じ
て
施
設
の
運
営
や
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に
か
か
わ

る
職
員
の
募
集
」
を
し
て
お
り
、
地
元
だ
け
で
な
く

Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
の
現
状
に
つ
い
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
方
に
話
を
う
か
が
う
と
、

東
京
か
ら
地
方
へ
の
移
住
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な

ど
は
、
２
０
０
８
年
の
２
４
７
５
件
が
16
年
に
は
２

万
６
４
２
６
件
と
、
10
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
道
の
駅
で
も
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
の
窓
口
を
し
て
い
る
所

も
あ
り
、
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
の
方
が
駅
長
を
さ
れ
た
り
、

道
の
駅
に
野
菜
や
加
工
品
等
を
出
荷
し
て
い
た
だ
い

た
り
と
、
道
の
駅
に
よ
る
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
貢
献
度
が
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
実
態
の
把
握
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
で
も
「
地
域
活

性
化
」
の
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン

に
つ
い
て
、
支
援
協
力
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
情
報

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
連
絡
先
：
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局

info@
m

ichi-no-eki.jp

）

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
長

杉
﨑
光
義
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読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
︑
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感

想
・
意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
︑
〒
１
０

２
―
０
０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１

朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

へ
︒
６
月
30
日
（
土
）
必
着
︒
発
送
を
発
表
に
か

え
︑
個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら

の
ご
案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
︒ 提供：全国「道の駅」連絡会提供：（株）ケービーエフ

http://www.kbf.co.jp/
提供：てらこヘリテージ（株）

�http://ameblo.jp/terako/

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役）http://zeropage.jp

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
人
と
道
パ
ス
ル

★ヨコの鍵 ★
タ
テ
の
鍵

１

　も
の
づ
く
り
の
拠
点

２

　蕎
麦
の
ラ
イ
バ
ル
と
い
え
ば
？

３

　ホ
ワ
イ
ト
が
白
な
ら
ブ
ラ
ッ
ク
は
？

４

　弊
社
志
望
の
○
○
○
を
教
え
て
く
だ
さ
い

５

　更
衣
室
に
あ
り
ま
す

６

　〇
〇
〇
ロ
ー
ド
＝
絹
の
道

11

　 ⇔

地
上

13

　陰
性
で
は
な
か
っ
た

15

　＋
を
使
い
ま
す

17

　友
を
呼
ぶ

19

　コ
レ
を
使
っ
て
︑
の
ん
び
り

22

　七
味
と
い
え
ば
？

24

　テ
ニ
ス
界
の
プ
リ
ン
ス
〇
〇
〇
〇
圭

26

　鳥
の
上
に
就

27

　口
元
を
覆
う

29

　記
録
は
残
せ
ず
と
も
︑
人
々
の
○
○
○
に
は

残
る
結
果
だ
っ
た

31

　マ
ウ
ス
を
別
の
呼
び
方
で

34

お
金
は
貸
せ
な
い
け
れ
ど
︑
コ
レ
な
ら
貸
す

よ１　ハイウェイとも
７　〇〇の大木
８　熱でとける
９　無料でダウンロードできるコレを
　　作業で使おう
10　囲碁はコレを取るゲームです
12　この場所使いたいので、オーナー
　　に使用〇〇〇を出そう
14　落としたり、たたいたり
16　羊の毛
18　〇〇曲折
20　昔から、あります
21　運命の赤い〇〇
23　ふたご座としし座の間に
25　山＋石＝？
28　⇔継続
30　シニアの髪型、コレが綺麗
32　イクラとの違いが判らない
33　落語はコレが肝
35　フェイス
36　「流れ星」や「ガラスの家」など
　　のロケ地となった横浜の地です

　

「
人
口
減
少
日
本
で
こ
れ
か
ら
起
き
る
こ
と
」
―
―
こ
れ
が
本
書

の
副
題
だ
。

２
０
１
８

　
75
歳
以
上
人
口
が
65
～
74
歳
人
口
を
上
回
る
。

　
　
　
　
　

18
歳
人
口
が
大
き
く
減
り
始
め
、
や
が
て
国
立
大
学
倒

　
　
　
　
　
産
の
懸
念

２
０
２
０

　
女
性
の
過
半
数
が
50
歳
以
上
と
な
り
、
出
産
可
能
な
女

　
　
　
　
　
性
数
が
大
き
く
減
り
始
め
る

２
０
２
２
団
塊
世
代
が
75
歳
に
突
入
し
、「
独
り
暮
ら
し
社
会
」

　
　
　
　
　
が
本
格
化
す
る

２
０
２
３

　
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
50
代
と
な
り
、
企
業
の
人
件
費

　
　
　
　
　
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
２
４

　
団
塊
世
代
が
す
べ
て
75
歳
以
上
に
な
り
、
社
会
保
障
費

　
　
　
　
　
が
大
き
く
膨
ら
む

２
０
２
６

　
高
齢
者
の
５
人
に
一
人
が
認
知
症
患
者
（
約
７
３
０
万

　
　
　
　
　
人
）
と
な
る

２
０
２
７

　
献
血
必
要
量
が
不
足
し
、
手
術
や
治
療
へ
の
影
響
が
懸

　
　
　
　
　
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

２
０
３
０

　
団
塊
世
代
の
高
齢
化
で
、
東
京
郊
外
に
も
ゴ
ー
ス
ト
タ

　
　
　
　
　
ウ
ン
が
広
が
る

　
河
合
さ
ん
が
作
っ
た
年
表
か
ら
当
面
の
10
年
く
ら
い
に
起
き
る
こ

と
を
一
部
抜
粋
し
た
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
一
つ
は
わ
が
国
は
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
大
国
」
に
な
る
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
（
す
で
に
女
性

の
３
人
に
一
人
は
高
齢
者
）。
第
二
に
、
高
齢
者
の
高
齢
化
が
進
む

こ
と
。
第
三
に
は
「
一
人
暮
ら
し
社
会
」
に
な
っ
て
い
く
こ
と
。

　
今
や
一
人
世
帯
は
核
家
族
世
帯
数
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
団
塊
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
と
急
速
に
女
性
の
一
人
暮
ら
し
が
増
大
す

る
。
未
婚
率
・
離
婚
率
の
増
大
が
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
る
。

そ
し
て
出
産
可
能
な
女
性
数
の
激
減
と
こ
れ
に
よ
る
人
口
減
少
は
こ

の
国
の
未
来
に
暗
い
影
を
落
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ

す
。
た
と
え
ば
、
２
０
４
０
年
に
は
県
や
市
町
村
な
ど
自
治
体
の
半

数
は
消
滅
し
て
い
く
、
と
い
う
の
だ
。

　
人
口
減
少
そ
し
て
高
齢
者
が
さ
ら
に
高
齢
化
し
若
い
世
代
が
急
減
す

る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
国
づ
く
り
が
必
要
か
。
著
者
は
「
日
本
を
救
う

10
の
処
方
箋
」
を
提
起
し
、
基
本
視
点
を
「
戦
略
的
に
縮
む
」
こ
と
に

置
く
。
処
方
箋
で
は
「
脱
・
東
京
一
極
集
中
」
を
目
指
し
、
中
高
年
の

地
方
移
住
に
よ
る
「
セ
カ
ン
ド
市
民
制
度
」
の
創
設
、
第
３
子
以
降
は

一
人
１
０
０
０
万
円
給
付
な
ど
が
面
白
い
。

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

51 号の正解は
「ミチノエキノミライ」

未来の年表
河合雅司

（講談社新書）

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語をＡＢ
Ｃ順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のときは抽選）
に記念品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほか、①氏名②
郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所
⑨関心を持った記事⑩感想・意見を記入してください。送り先は〒 102
0075�東京都千代田区三番町 71�朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究
会。平成 30 年６月 30 日（土）必着。発送を発表にかえ、個人情報は
応募作業およびＮＰＯからのご案内以外の目的には使用しません。

★
道
の
駅
の
す
べ
て
が
わ
か
る
『
教

科
書
「
道
の
駅
」』
を
10
人
に
。

　

「
道
の
駅
」
制
度
誕
生
の
い
き
さ

つ
、地
域
振
興
な
ど
各
地
で
の
人
気
、

活
躍
ぶ
り
も
詳
細
に
記
述
。
道
の
駅

★
世
界
が
認
め
る
肌
ざ
わ
り
の
「
今

治
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
」
を
30
人
に
。

　
大
阪
大
学
と
の
共
同
研
究
で
生
ま

れ
安
全
性
が
認
め
ら
れ
た
最
新
技
術

「
ラ
ー
フ
エ
イ
ド
加
工
」
で
汗
や
部

★
「
人
気
実
況
者
て
ら
こ
の

　
は
じ

め
て
の
ポ
ー
カ
ー

　
テ
キ
サ
ス
ホ
ー

ル
デ
ム
で
勝
つ
」
を
５
人
に
。

　
本
紙
パ
ズ
ル
出
題
者
の
新
著
。
近

く
解
禁
さ
れ
る
カ
ジ
ノ
の
代
表
的
ゲ

ー
ム
入
門
書
で
、
国
際
社
会
で
は
親

ご
意
見
や
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

関
係
者
、
研

究
者
の
必
携

書
（
市
販
は

今
年
度
中
の

予
定
）。

屋
干
し
の

臭
い
が
残

ら
ず
、
洗

濯
し
て
も

抗
菌
・
消

臭
効
果
が

継
続
。

京丹波 味夢の里
田畑智恵コンシェルジュ

　京都縦貫自動車道京丹波ＰＡに併設

京都府京丹波町曽根深シノ 65-1
府道 444 号 / 京都縦貫自動車道 TEL.0771-89-2310

した、京丹波町で四つ目の道の駅です。町の新た
な玄関口として年間 300 万人のお客様にご利用頂
いております。地域の情報発信のほか、「食の京
丹波」として京丹波ポーク、丹波黒豆、きのこな
ど新鮮で美味しい豊富な食材を提供しています。

芦北でこぽん
馬場秀男駅長

　南九州西回り道芦北ＩＣより３分。地

熊本県芦北町佐敷 443
県道 27 号　TEL.0966-61-3020

元特産のデコポンなど農産物の他、あしきた牛を
はじめ鮮魚、生産者手作りの安くて美味しい人気
の加工食品まで地元ならではの品が豊富に揃って
おります。店舗横、あしきた牛をリーズナブルに
味わえるレストランにも是非お立ち寄りください。

なかつかさない
森田匡彦駅長

　物産販売所では新鮮で旬の地元野菜

北海道中札内村大通南 7-14
国道 236 号　 TEL.0155-67-2811

や加工品、工芸品などを販売しており、地元食
材を使ったレストラン、特産品のコーナーがあ
ります。また開拓記念館や豆資料館などの郷土
の歴史的建造物もご覧いただけます。自然あふ
れる憩いの場で、癒しの時間をご堪能ください。

し
ま
れ
る

カ
ジ
ノ
文

化
論
も
説

く
。

2018 年（平成 30 年）４月第 52 号 14

道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
思
い
出
い
っ
ぱ
い

　
道
の
駅
は
私
と
主
人
に
と
っ

て
、
沢
山
の
思
い
出
を
作
っ
た
大

切
な
場
所
で
す
。
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
し
て
四
国
を
周
っ
た
旅
は

大
変
で
し
た
が
、
と
て
も
幸
せ
な

時
間
で
し
た
。
新
し
い
道
の
駅
が

で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。（
高
知
県
土
佐
市

主
婦
・

33
歳
）

☆
就
寝
前
の
楽
し
み

　
以
前
は
「
ど
こ
か
へ
行
く
途
中

に
寄
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
の
が
近
年
、「
道
の
駅
○
○
に

行
こ
う
!!
」
と
い
う
人
…
多
い
の

で
は
？

　
私
も
そ
の
一
人
で
す
。

就
寝
前
の
読
書
が
わ
り
に
、
収
集

し
て
き
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ

シ
等
を
読
む
の
が
私
の
日
課
で

す
。
50
年
先
も
、
こ
ん
な
感
じ
に

過
ご
し
て
い
る
、そ
う
思
い
ま
す
。

（
群
馬
県
前
橋
市

会
社
員
男
性
・

26
歳
）

☆
気
持
ち
い
い
応
対

　
道
の
駅
全
国
制
覇
と
い
う
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
人
で
や
っ

て
い
ま
す
（
ス
ゴ
イ
の
か
バ
カ
な

の
か
…
）。
で
も
、
新
し
く
で
き

た
道
の
駅
で
ス
タ
ッ
フ
が
慣
れ
ず

ま
ご
ま
ご
し
て
い
た
り
、
商
品
に

詳
し
く
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
残

念
で
す
の
で
、
上
手
な
応
対
で
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
ろ
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。（
長
野
県
小
諸
市

主
婦
・

62
歳
）

☆
走
破
２
０
０
駅
に

　
道
の
駅
２
０
０
カ
所
走
破
し
ま

し
た
!!
記
念
す
べ
き
は
和
歌
山

県
の
「
虫
喰
岩
」。
１
５
０
駅
達

成
で
47
号
の
「
読
者
の
声
」
に
取

り
上
げ
て
も
ら
っ
た
の
だ
っ
た
か

ら
、
ペ
ー
ス
早
過
ぎ
か
（
笑
）。

こ
の
２
年
、
４
度
の
入
院
に
２
度

の
手
術
、
ま
だ
定
期
的
に
検
査
を

受
け
る
身
で
す
が
、
今
年
も
心
と

体
と
相
談
し
な
が
ら
ぼ
ち
ぼ
ち

と
。 (

岐
阜
県
安
八
郡

会
社
員

女
性
・
40
歳)

☆
老
朽
施
設
が
心
配

　
50
歳
に
し
て
バ
イ
ク
の
免
許
を

取
り
、
九
州
の
あ
ち
こ
ち
に
行
く

目
標
と
し
て
道
の
駅
ス
タ
ン
プ
を

集
め
は
じ
め
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち

回
る
と
、
設
備
が
老
朽
化
し
、
特

に
ト
イ
レ
は
改
装
が
必
要
な
と
こ

ろ
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
民
間
の

建
物
な
ら
修
繕
費
な
ど
の
積
み
立

て
は
や
っ
て
い
ま
す
が
、
道
の
駅

は
ど
う
な
の
か
と
て
も
気
に
な
っ

て
ま
す
。（
佐
賀
市

会
社
員
男

性
・
51
歳
）

☆
感
謝
︑
一
部
残
念

　
夫
と
二
人
で
道
の
駅
を
め
ぐ
っ

て
い
ま
す
。
温
泉
施
設
は
車
中
泊

す
る
者
に
と
っ
て
と
て
も
有
難
い

の
で
す
が
、
ト
イ
レ
に
が
っ
か

り
す
る
所
も
多
く
あ
り
残
念
で

す
。「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
の
ト
イ

レ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
う
れ

し
か
っ
た
。
こ
の
記
事
で
各
施
設

が
改
善
さ
れ
て
い
く
な
ら
、
ま
す

ま
す
道
の
駅
フ
ァ
ン
が
増
え
る
で

し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
も
、

利
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。（
滋
賀
県
甲
賀
市

　

主
婦
・
64
歳
）

☆
運
転
い
く
つ
ま
で

　
51
号
の
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡

会
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、「
人

口
減
少
化
に
お
け
る
道
の
駅
の
未

来
」に
つ
い
て
の
講
演
内
容
に
は
、

す
ご
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
田
舎

で
は
交
通
手
段
と
し
て
車
が
必
要

だ
が
、
高
齢
者
の
事
故
が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
る
の
で
、
道
の
駅

の
役
割
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
が
必
要

に
な
る
と
い
う
。
自
分
た
ち
も
い

く
つ
ま
で
運
転
で
き
る
か
？

　
改

め
て
考
え
る
事
に
な
っ
た
。（
鹿

児
島
県
薩
摩
郡

パ
ー
ト
職
員
男

性
・
52
歳
）

☆
自
動
運
転
に
期
待

　
道
の
駅
で
自
動
運
転
の
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
前
号
の
記

事
、
読
み
ま
し
た
。
私
の
住
ん
で

い
る
所
も
田
舎
で
祖
父
母
の
運
転

に
は
心
配
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ー

パ
ー
も
遠
く
て
運
転
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
実
で
す
。
自
動
運
転

の
利
用
に
期
待
し
て
い
ま
す
。（
和

歌
山
県
橋
本
市

会
社
員
女
性
・

30
歳
）

☆
自
動
運
転
楽
し
み

　
自
動
運
転
技
術
に
関
心
が
あ
り

ま
す
。
自
動
運
転
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
遠
く
に
住
ん
で
い
る
息
子

た
ち
に
会
い
に
行
け
る
日
も
来
る

か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
す
。
待
ち

遠
し
い
で
す
。（
長
野
県
上
伊
那

郡

　
パ
ー
ト
女
性
・
51
歳
）

☆
農
家
に
「
国
防
費
」

　
大
阪
市
内
か
ら
大
阪
府
下
、
奈

良
県
、
和
歌
山
県
の
道
の
駅
へ
は

そ
れ
ぞ
れ
車
で
１
時
間
で
着
く
の

で
、
楽
し
い
買
い
物
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
途
中
、
農
地
が
荒

れ
て
い
る
の
が
い
つ
も
気
に
な
り

ま
す
。
ス
イ
ス
で
は
非
常
時
に
国

民
を
飢
え
さ
せ
な
い
よ
う
、
政
府

が
「
国
防
費
」
を
支
払
っ
て
い
る

と
い
う
記
事
に
は
、
目
か
ら
“
ウ

ロ
コ
”で
し
た
。
同
感
で
す
。（
大

阪
市

無
職
男
性
・
72
歳
）

☆
「
賢
い
料
金
」
賛
成

　
私
は
道
の
駅
で
特
産
品
を
購
入

す
る
の
が
好
き
な
の
で
、
高
速
道

路
か
ら
道
の
駅
へ
行
き
来
す
る
の

に
始
め
た
「
賢
い
料
金
」
実
験
が

本
格
的
に
実
施
さ
れ
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。
Ｓ
Ａ
だ
と
限
ら
れ
た
お

土
産
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
道
の

駅
は
手
作
り
の
お
菓
子
や
漬
物
な

ど
も
あ
り
、
買
い
物
が
楽
し
い
の

で
す
。（
岩
手
県
奥
州
市

主
婦
・

25
歳
）

☆
ワ
ク
ワ
ク
道
の
駅

　
道
の
駅
が
地
方
創
生
の
新
モ

デ
ル
と
し
て
先
駆
け
し
て
い
る

と
は
、「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
を
読

む
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
も
道
の
駅
が
全
国
に
１
１
０
０

以
上
あ
る
と
い
う
事
は
、
あ
ち
こ

ち
で
気
軽
に
休
け
い
し
、
そ
の
土

地
の
特
産
品
が
手
に
入
れ
ら
れ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
!!

　

（
宮
崎
市

フ
リ
ー
タ
ー

男
性
・
36
歳
）

☆
利
益
の
未
来
投
資

　

『
道
の
駅
診
断
』
の
記
事
で
、

地
方
創
生
の
実
現
を
め
ざ
し
て
利

益
の
相
当
分
を
未
来
へ
の
投
資
に

回
す
と
い
う
考
え
が
、
こ
れ
か
ら

の
経
済
を
活
性
化
し
、
道
の
駅
の

魅
力
を
増
し
、
利
用
者
の
私
達
も

た
く
さ
ん
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
と

い
う
点
に
、ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

友
人
と
道
の
駅
ま
で
30
分
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
し
、
休
憩
し
て
ま
た
30
分

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
帰
る
こ
と
を

た
び
た
び
や
っ
て
い
ま
す
。
道
の

駅
の
存
在
価
値
は
無
限
大
で
す
。

（
群
馬
県
太
田
市

　
主
婦
・
68
歳
）

☆
健
康
道
の
駅
歓
迎

　
健
康
長
寿
を
テ
ー
マ
に
し
た
道

の
駅
の
記
事
に
関
心
を
持
ち
ま
し

た
。
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

や
、
地
元
の
病
院
と
連
携
し
て
健

康
へ
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る

点
を
評
価
し
ま
す
。
長
寿
の
秘
訣

は
、
誰
も
が
知
り
た
い
、
欠
か
せ

な
い
テ
ー
マ
で
す
ね
。（
鳥
取
県

米
子
市

　
弁
護
士
女
性
・
31
歳
）

☆
福
島
に
お
越
し
を

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
の
福

島
県
。復
興
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、

震
災
後
多
く
の
道
の
駅
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
人
は
暖
か
く
、
自

然
が
と
て
も
美
し
い
福
島
へ
、
皆

さ
ん
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
福

島
県
南
会
津
郡

保
育
士
女
性
・

52
歳
）

☆
温
暖
か
ら
農
守
れ

　
地
球
温
暖
化
は
農
産
物
に
も
深

刻
な
打
撃
に
な
り
ま
す
。
少
し
で

も
エ
コ
ラ
イ
フ
を
と
、
家
庭
内
の

電
気
使
用
は
極
力
控
え
、
冬
場
は

温
熱
ヒ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
ス

ト
ー
ブ
上
で
お
湯
を
沸
か
し
た
り

煮
物
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
土
や
水
は
生
物
の
育
成

に
素
晴
ら
し
い
効
果
を
上
げ
て
い

て
、
土
壌
の
麹
菌
な
ど
日
本
独
特

の
菌
は
日
本
の
す
べ
て
の
生
物
を

育
ん
で
い
ま
す
が
、
高
温
は
大
敵

で
す
。
道
の
駅
で
も
利
用
客
に
対

し
ぜ
ひ
、
節
電
ア
ピ
ー
ル
を
お
願

い
し
ま
す
。（
福
島
県
郡
山
市

　

農
産
物
食
品
流
通
業
女
性
・
59
歳
）

泡ア
ハ

雪ユ
キ

か

　
は
だ
れ
に
降
る
と

　
見
る
ま
で
に

な
が
ら
へ
散
る
は

何
の
花
ぞ
（
巻
八
・
一
四
二
〇
番
）

　
春
の
雪
が
班

ま
だ
ら

雪ゆ
き

と
な
っ
て
降
り
続
い
て
い
る
の
か
、
と
見
誤
る

ほ
ど
に
ず
ー
っ
と
散
っ
て
い
る
の
は
、
一
体
全
体
何
の
花
な
の
か

ナ
ァ

×

　
　
　
　
×

　
　
　
　
×

あ
し
ひ
き
の

　
山
桜
花

　
日ケ

並
べ
て

か
く
咲
き
た
ら
ば

　
い
た
も
恋
ひ
め

や
も
（
巻
八
・
一
四
二
五
番
）

　
山
桜
の
花
が
、
今
日
も
明
日
も
と

咲
き
続
け
る
の
な
ら
ば
、
こ
ん
な
に

ひ
ど
く
も
、
山
桜
の
花
を
、
恋
い
焦

が
れ
た
り
は
し
な
い
の
に
ナ
ァ
。

　
作
者
は
山
部
赤
人
。
山
桜
の
花
よ
！
毎
日
咲
き
続
け
て
く

れ
!!
と
願
望
す
る
も
、
花
は
咲
く
片
端
か
ら
散
っ
て
終し

ま

う
―
―
。

作
者
の
哀
惜
は
深
く
切
実
だ
。

　
　
　
　
×

　
　
　
　
×

　
　
　
　
×

世
の
中
も

　
常
に
し
あ
ら
ね
ば

　
宿
に
あ
る

桜
の
花
の

散
れ

る
頃
か
も
（
巻
八
・
一
四
五
九
番
）

　
人
は
勿
論
の
こ
と
、
世
間
も
常
に
流
転
変
化
し
て
、
常
住
で
は

な
い
。私
の
屋
敷
に
あ
る
桜
の
花
は
そ
の
道
理
で
、時
を
得
て
散
っ

て
い
る
の
だ
ナ
ァ

　
作
者
は
久
米
郎い

ら
つ
め女
。
人
間
も
世
の
中
も
「
常
住
」
で
は
な
い
。

同
じ
様
に
桜
の
花
も
散
る
の
だ
と
、
宇
宙
自
然
の
摂
理
を
感
得
し

認
識
し
た
歌
で
あ
る
。

　
万
葉
歌
人
は
、
山
桜
に
心
を
奪
わ
れ
、
愛
惜
の
な
か
で
、
自
然

と
人
間
の
在
る
べ
き
姿
を
知
り
、感
動
の
世
界
に
生
き
た
よ
う
だ
。

範
と
す
べ
き
か
!!

（
万
葉
研
究
家
）

万
葉
歌
人
の
山
桜
は
…

　
作
者
は
駿
河
采う

ね
め女
。
泡
雪
と
見
違
え
る
山
桜
の
花
を
「
何
の
花

ぞ
も
」
と
、
疑
問
文
で
感
動
を
詠う

た

う
。

　
　
　
　
×

　
　
　
　
×

　
　
　
　
×

う
ち
な
び
き

　
春
来
た
る
ら
し

　
山
の
際マ

の

遠
き
木コ

ヌ
レ末
の

咲
き
ぬ
る
見
れ
ば
（
巻
八
・
一
四
二
二
番
）

　
季と

き節
の
推
移
に
押
さ
れ
て
、
ど
う
や
ら
春
が
来
た
よ
う
だ
。
遠

い
山
際
の
梢こ

ず
え

が
、先
へ
先
へ
と
花
を
咲
か
せ
て
行
く
の
を
見
る
と
。

　
作
者
は
尾
張
某
。
春
の
到
来
を
告
げ
る
山
桜
が
、
ず
ん
ず
ん
と

咲
き
進
ん
で
ゆ
く
壮
大
な
風
景
で
あ
る
。

　
第
五
句
は
初
句
に
返
る
倒
置
法
で
あ
り
、
同
時
に
「
言
い
残
し

表
現
」
で
、
桜
の
花
の
美
と
短
命
に
対
す
る
作
者
の
「
恋
慕
と
悲

嘆
」
を
詠
っ
て
い
る
。

赤神
的場暁子販売担当

丁寧な観光案内に加え、能登近海で捕

石川県輪島市門前町赤神 1-110
国道 249 号　TEL.0768-45-1001

れた魚介を漁港から直送、調理し提供しています。
これから地域の名産品になりそうな商品に着目して
の、先行販売も好評。禅の里の象徴である大本山總
持寺祖院を始め、鳴き砂で有名な琴ヶ浜が近く、日
本海の水平線に沈むあかね色の夕日は絶景です。

北欧の風 とうべつ
浦野貴司駅長

　昨夏誕生した新たな町のランドマー

北海道当別町当別太 774-11
国道 337 号　TEL.0133-27-5260

クで、館内にはくつろぎの空間が広がっています。
レストランは北海道を代表するイタリアン「テル
ツィーナ」や地域の個性的なテイクアウト店が出
店。特産品ショップには姉妹都市の宮城県大崎市、
愛媛県宇和島市の商品も揃っています。

三岳
大畑稔駅長

　国道 19 号を木曽御嶽山方面へ入った

長野県木曽町三岳 10491-4
県道 20 号　TEL.0264-46-2011

木曽ダム沿いにあります。遠方に木曽駒ケ岳を望
み、周辺に梅園が広がり、春は梅、桜、こぶしの
花が山々を飾り、秋は紅葉に彩られます。売店に
は四季折々の新鮮な野菜、果物、山菜、漬物、特
製手作り弁当等々の特産品が数多く並びます。

http://www.michi-no-eki.jp/
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なぶら土佐佐賀
武政由貴マネージャー

　近海カツオ一本釣りをはじめ漁業の

高知県黒潮町佐賀 1350
国道 56 号　TEL.0880-55-3325

盛んな町。『明神丸』のお届けする豪快な藁焼き
タタキ実演を見て楽しみ食すことができます。直
販所でも、地元ならではの農林水産物加工品・お
土産物を販売。来て見て楽しく、食べて幸せ、買っ
て満足できる道の駅です。

黒之瀬戸だんだん市場
栫オサム支配人

　日本３大渦潮の黒之瀬戸海峡を眼下に

鹿児島県長島町山門野 4093
国道 389 号　TEL.0996-65-2222

見下ろせる道の駅で、ブリ、萬サバ、赤土バレイショ
でも全国的に有名になっております。一部施設を今
春４月にリニューアルオープンし、体験型観光 ( 農
泊 ) の参加者を、募集しております。是非ご来館 ＂お
まっちゃげもす＂（＾Ｏ＾）/「お待ちしております」。

いいたて村の道の駅までい館
佐藤求駅長

　天井にたくさんの「花玉」ハンギン

福島県相馬郡飯舘村深谷字深谷前 12-1
県道 12 号　TEL.0244-42-1080

グフラワ－が飾られ、明るい雰囲気の館内です。
直売ホールでは地元農産品の他、村の方々が携
わった加工品や交流のある地域の商品を販売して
います。軽食コ－ナ－・コンビニも設置しており、
ゆっくりとお時間をお過ごし頂けます。




